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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、前記補給側現像剤収容部内の前記現像剤をプ
ロセスカートリッジ内へ補給するための現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と
、前記現像剤補給開口を閉じる現像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、前
記補給側シャッタ部が前記現像剤補給許容位置と前記現像剤補給停止位置とを取り得るよ
うに、前記補給側シャッタ部と連動して移動する補給側移動部と、係合部材と、を有する
現像剤補給カートリッジから前記現像剤の補給を受ける、電子写真画像形成装置の装置本
体に取り外し可能に装着されるプロセスカートリッジであって、
　電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を前記現像剤を用いて現像するための
現像ローラと、
　前記現像剤を収容する受入側現像剤収容部と、
　前記受入側現像剤収容部内へ現像剤を受け入れるための現像剤受入開口と、
　前記現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現
像剤受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、
　規制部材と、
　前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に位置する状態で作用位置に位置する
受入側第一作用部と前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で前
記作用位置に位置する受入側第二作用部とを有し、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受
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入許容位置と前記現像剤受入停止位置とをとり得るように、前記受入側シャッタ部を連動
して移動させる受入側移動部であって、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する
状態で前記規制部材によって移動を規制されており、前記現像剤補給カートリッジが前記
装置本体に装着された状態で前記プロセスカートリッジが前記装置本体に進入する際に、
前記装置本体に装着された前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に進入した進入方
向において前記現像剤補給開口に対して上流側に設けられている前記係合部材と接触して
前記規制部材が弾性力に抗して下方へ押し下げられることによって規制を解除されて移動
可能状態となり、次いで、前記受入側第一作用部が前記係合部材と接触することによって
移動するのに連動して前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置へ移動し、次いで
、前記係合部材による押し下げが解除されて、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位
置する状態で、前記弾性力によって上方へ復帰する前記規制部材により移動を規制されて
、前記受入側第二作用部が前記補給側移動部と係合して前記補給側移動部が移動するのに
連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給許容位置へ移動させる受入側移動部と
、
　を有することを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項２】
　現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、前記補給側現像剤収容部内の前記現像剤を前
記プロセスカートリッジ内へ補給するための現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位
置と、前記現像剤補給開口を閉じる現像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と
、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給許容位置と前記現像剤補給停止位置とを取り得
るように、前記補給側シャッタ部と連動して移動する補給側移動部と、係合部材と、を有
する現像剤補給カートリッジから前記現像剤の補給を受ける、電子写真画像形成装置の装
置本体に取り外し可能に装着されるプロセスカートリッジであって、
　電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を前記現像剤を用いて現像する現像ロ
ーラと、
　前記現像剤を収容する受入側現像剤収容部と、
　前記受入側現像剤収容部内へ前記現像剤を受け入れるための現像剤受入開口と、
　前記現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現
像剤受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、
　規制部材と、
　前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用位置に位置する
受入側作用部を有し、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置と前記現像剤受入
停止位置とを取り得るように、前記受入側シャッタ部を連動して移動させる受入側移動部
であって、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着された状態で前記プロセス
カートリッジが前記装置本体から取り出される際に、前記作用位置に位置する状態で、弾
性力によって規制位置に位置している前記規制部材によって移動を規制されている前記受
入側移動部の前記受入側作用部が前記補給側移動部と係合することにより前記補給側移動
部を移動させ、前記移動と連動して前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給停止位置へ移
動させ、次いで、前記装置本体に装着された前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体
に進入した進入方向において前記現像剤補給開口に対して上流側に設けられている前記係
合部材と接触して前記規制部材が前記弾性力に抗して前記規制位置から下方へ移動するこ
とによって規制を解除されて移動可能状態になり、前記受入側作用部が前記係合部材と接
触することにより移動するのに連動して前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入停止位置
へ移動させる受入側移動部と、
　を有することを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項３】
　前記受入側移動部は、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された状態で、
前記プロセスカートリッジの上面に配置されており、前記プロセスカートリッジの長手方
向と交差し、且つ、水平な軸線の回りに回転可能であることを特徴とする請求項１または



(3) JP 4378374 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

請求項２のいずれかに記載のプロセスカートリッジ。
【請求項４】
　前記受入側シャッタ部は、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された状態
で、前記プロセスカートリッジの上面に配置されており、また、前記プロセスカートリッ
ジの長手方向と交差し、かつ、水平な軸線の回りに回転する回転部材であって、また、前
記回転部材の半径方向に連通する開口が設けられており、また、前記開口が前記現像剤受
入開口と対向することによって前記現像剤受入開口を開放し、前記開口以外の部分が前記
現像剤受入開口と対向することによって前記現像剤受入開口を閉じることを特徴とする請
求項１乃至請求項３のいずれかに記載のプロセスカートリッジ。
【請求項５】
　前記受入側移動部は回転可能で、前記受入側第一作用部は、前記受入側移動部の回転方
向に沿って配置されている突起部であり、前記突起部は前記係合部材と係合して回転力を
受けることによって前記受入側シャッタ部を回転させ、また、前記受入側第二作用部は、
前記受入側移動部の回転方向に沿って配置されている突起部であり、前記突起部は前記補
給側移動部の補給側作用部が有する突起部と係合して回転力を与えることによって、前記
補給側シャッタ部を回転させることを特徴とする請求項１に記載のプロセスカートリッジ
。
【請求項６】
　前記受入側移動部は回転可能で、前記受入側作用部は、前記受入側移動部の回転方向に
沿って配置されている突起部であり、また、前記補給側移動部の補給側作用部は、回転可
能な前記補給側移動部の回転方向に沿って配置されている突起部であり、前記受入側移動
部の有する前記突起部が前記補給側移動部の有する前記突起部と係合して、回転力を与え
ることによって、前記補給側シャッタ部を回転させることを特徴とする請求項２に記載の
プロセスカートリッジ。
【請求項７】
　電子写真感光体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像する
ための現像ローラと、前記現像ローラによって現像に用いられる現像剤を受け入れるため
の現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現像剤
受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入
許容位置と前記現像剤受入停止位置とをとり得るように、前記受入側シャッタ部と連動し
て移動する受入側移動部であって、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位
置する状態で作用位置に位置する受入側作用部を有する受入側移動部と、前記受入側作用
部が前記作用位置に位置する状態において前記受入側移動部の移動を規制する規制部材と
、を有するプロセスカートリッジに現像剤を補給する、電子写真画像形成装置の装置本体
に取り外し可能に装着される現像剤補給カートリッジであって、
　前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された状態で前記現像剤補給カートリ
ッジが前記装置本体内へ進入する際に、前記作用位置に位置する状態で前記規制部材によ
って移動を規制されている前記受入側移動部の前記受入側作用部との係合により移動する
補給側移動部であって、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給停止位置から前記現像剤
補給許容位置へ連動して移動させる補給側移動部と、
　前記装置本体に進入する進行方向において前記補給側移動部に対して下流側に固設され
た係合部材であって、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記
補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口を開放するのに先立って、前記受入側シャッタ部
が前記現像剤受入停止位置に位置した状態で、前記受入側移動部の移動を規制している前
記規制部材と接触して、前記規制部材を弾性力に抗して下方へ移動させることによって前
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記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動部を移動可能状態として、次
いで、前記受入側移動部の有する受入側第一作用部と係合して、前記受入側移動部を回転
させることによって、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入停止位置から前記現像剤受
入許容位置へ移動させる前記係合部材と、
　を有することを特徴とする現像剤補給カートリッジ。
【請求項８】
　電子写真感光体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像する
ための現像ローラと、前記現像ローラによって現像に用いられる現像剤を受け入れるため
の現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現像剤
受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入
許容位置と前記現像剤受入停止位置とをとり得るように、前記受入側シャッタ部と連動し
て移動する受入側移動部であって、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位
置する状態で作用位置に位置する受入側作用部を有する受入側移動部と、前記受入側作用
部が前記作用位置に位置する状態において前記受入側移動部の移動を規制する規制部材と
、を有するプロセスカートリッジに現像剤を補給する、電子写真画像形成装置の装置本体
に取り外し可能に装着される現像剤補給カートリッジであって、
　前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置と、を取り得る補給側シャッタ部と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された状態で前記現像剤補給カートリ
ッジが前記装置本体から取り出される際に、前記作用位置に位置する状態で前記規制部材
によって移動を規制されている前記受入側移動部の前記受入側作用部との係合により移動
する補給側移動部であって、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給許容位置から前記現
像剤補給停止位置へ連動して移動させる補給側移動部と、
　前記装置本体から取り出される取り出し方向において前記補給側移動部に対して上流側
に固設された係合部材であって、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体から取り出
される際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口を閉じた後に、前記受入側シャ
ッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置した状態で、前記受入側移動部の移動を規制して
いる前記規制部材と接触して、前記規制部材を弾性力に抗して下方へ移動させることによ
って前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動部を移動可能状態とし
て、次いで、前記受入側移動部の有する前記受入側作用部と係合して、前記受入側移動部
を回転させることによって、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置から前記現
像剤受入停止位置へ移動させる前記係合部材と、を有することを特徴とする現像剤補給カ
ートリッジ。
【請求項９】
　電子写真感光体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像する
ための現像ローラと、前記現像ローラによって現像に用いられる現像剤を受け入れるため
の現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現像剤
受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入
許容位置と前記現像剤受入停止位置とを取り得るように、前記受入側シャッタ部を連動し
て移動させる受入側移動部であって、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に
位置する状態で作用位置に位置する受入側第一作用部と、前記受入側シャッタ部が前記現
像剤受入許容位置に位置する状態で前記作用位置に位置する受入側第二作用部とを有する
受入側移動部と、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する状態で、又は、前記受
入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受入側移動部の移動を規制する規制
部材と、を有するプロセスカートリッジに現像剤を補給する、電子写真画像形成装置の装
置本体に取り外し可能に装着される現像剤補給カートリッジであって、
　前記現像剤を収容する現像剤収容部と、
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　前記現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカートリッジ
内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置と、を取り得る補給側シャッタ部と、
　前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着された状態で前記プロセスカートリ
ッジが前記装置本体に進入する際に、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する状
態で前記受入側移動部の移動を規制している前記規制部材と接触して、前記規制部材を弾
性力に抗して下方へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、前記受
入側移動部を移動可能状態にして、次いで、前記受入側第一作用部と接触して前記受入側
移動部を移動させるのに連動して前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置へ移動
させる、前記装置本体に装着された前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に進入し
た進入方向において前記現像剤補給開口に対して上流側に固設されている係合部材と、
　前記係合部材が前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置へ移動させた後に、前
記作用位置に位置する状態で前記規制部材によって移動を規制されている前記受入側移動
部の前記受入側第二作用部との係合により移動する補給側移動部であって、前記補給側シ
ャッタ部を前記現像剤補給停止位置から前記現像剤補給許容位置へ連動して移動させる補
給側移動部と、
　を有することを特徴とする現像剤補給カートリッジ。
【請求項１０】
　電子写真感光体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像する
ための現像ローラと、前記現像ローラによって現像に用いられる現像剤を受け入れるため
の現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現像剤
受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入
許容位置と前記現像剤受入停止位置とを取り得るように、前記受入側シャッタ部を連動し
て移動させる受入側移動部であって、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に
位置する状態で作用位置に位置する受入側作用部を有する受入側移動部と、前記受入側作
用部が前記作用位置に位置する状態で前記受入側移動部の移動を規制する規制部材と、を
有するプロセスカートリッジに現像剤を補給する、電子写真画像形成装置の装置本体に取
り外し可能に装着される現像剤補給カートリッジであって、
　前記現像剤を収容する現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカートリッジ
内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置と、をとり得る補給側シャッタ部と、
　前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記プロセスカ
ートリッジを前記装置本体から取り出す際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開
口を閉じた後に、前記受入側作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受入側移動部の
回転を規制している、弾性力によって規制位置に位置している前記規制部材と接触して前
記規制部材を前記弾性力に抗して前記規制位置から下方へ移動させることによって前記規
制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動部を移動可能状態として、次いで
、前記受入側作用部と係合して、前記受入側移動部を回転させるのに連動して、前記受入
側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ回転させる、前記
装置本体に装着されている前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入した進入方
向において前記現像剤補給開口に対して上流側に固設されている係合部材と、
　前記現像剤補給カートリッジが装置本体に装着された状態で前記プロセスカートリッジ
を前記装置本体から取り出す際に、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位
置する状態で前記規制部材によって移動を規制されている前記受入側移動部の前記受入側
作用部との係合により移動する補給側移動部であって、前記補給側シャッタ部を前記現像
剤補給許容位置から前記現像剤補給停止位置へ連動して移動させる補給側移動部と、
　を有することを特徴とする現像剤補給カートリッジ。
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【請求項１１】
　電子写真感光体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像する
ための現像ローラと、前記現像ローラによって現像に用いられる現像剤を受け入れるため
の現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現像剤
受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入
許容位置と前記現像剤受入停止位置とを取り得るように、前記受入側シャッタ部と連動し
て回転する受入側移動部であって、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に位
置する状態で作用位置に位置する受入側第一作用部と、前記受入側シャッタ部が前記現像
剤受入許容位置に位置する状態で前記作用位置に位置する受入側第二作用部とを有する受
入側移動部と、前記受入側第一作用部又は前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置す
る状態で前記受入側移動部の回転を規制する規制部材と、を有するプロセスカートリッジ
に現像剤を補給する、電子写真画像形成装置の装置本体に取り外し可能に装着される現像
剤補給カートリッジであって、
　前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記現像剤補給カ
ートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口
を開放するのに先立って、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受
入側移動部の回転を規制している前記規制部材と接触して前記規制部材を弾性力に抗して
下方へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側
移動部を移動可能状態として、次いで、前記受入側第一作用部と係合して、前記受入側移
動部を回転させるのに連動して、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入停止位置から前
記現像剤受入許容位置へ移動させる、及び、前記現像剤補給カートリッジを前記装置本体
から取り出す際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口を閉じた後に、前記受入
側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受入側移動部の回転を規制している前
記規制部材と接触して前記規制部材を前記弾性力に抗して下方へ移動させることによって
前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動部を移動可能状態として、
次いで、前記受入側第二作用部と係合して、前記受入側移動部を回転させるのに連動して
、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ回転さ
せる、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する進入方向において前記現像
剤補給開口に対して下流側に固設されている係合部材と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記現像剤補給カ
ートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入開口
を開放した後に、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記規制部材に
よって回転を規制されている前記受入側移動部と係合して回転するのに連動して、前記補
給側シャッタ部を前記現像剤補給停止位置から前記現像剤補給許容位置へ移動させる、及
び、前記現像剤補給カートリッジを前記装置本体から取り出す際に、前記受入側シャッタ
部が前記現像剤受入開口を閉じるのに先立って、前記受入側第二作用部が前記作用位置に
位置する状態で前記規制部材によって回転を規制されている前記受入側移動部と係合して
回転するのに連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給許容位置から前記現像剤
補給停止位置へ移動させる補給側移動部と、
　を有することを特徴とする現像剤補給カートリッジ。
【請求項１２】
　電子写真感光体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像する
ための現像ローラと、前記現像ローラによって現像に用いられる現像剤を受け入れるため
の現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現像剤
受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入
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許容位置と前記現像剤受入停止位置とをとり得るように、前記受入側シャッタ部と連動し
て回転する受入側移動部であって、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に位
置する状態で作用位置に位置する受入側第一作用部と、前記受入側シャッタ部が前記現像
剤受入許容位置に位置する状態で前記作用位置に位置する受入側第二作用部とを有する受
入側移動部と、前記受入側第一作用部又は前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置す
る状態で前記受入側移動部の回転を規制する規制部材と、を有するプロセスカートリッジ
に現像剤を補給する、電子写真画像形成装置の装置本体に取り外し可能に装着される現像
剤補給カートリッジであって、
　前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記プロセスカ
ートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口
を開放するのに先立って、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受
入側移動部の回転を規制している前記規制部材と接触して前記規制部材を弾性力に抗して
下方へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側
移動部を移動可能状態として、次いで、前記受入側第一作用部と係合して、前記受入側移
動部を回転させるのに連動して、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入停止位置から前
記現像剤受入許容位置へ回転させる、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入
する進入方向において前記現像剤補給開口に対して上流側に固設されている第一係合部材
と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記現像剤補給カ
ートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口
を開放するのに先立って、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受
入側移動部の回転を規制している前記規制部材と接触して前記規制部材を前記弾性力に抗
して下方へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受
入側移動部を移動可能状態として、次いで、前記受入側第一作用部と係合して、前記受入
側移動部を回転させるのに連動して、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入停止位置か
ら前記現像剤受入許容位置へ回転させる、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ
進入する進入方向において前記現像剤補給開口に対して下流側に固設されている第二係合
部材と、
　前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記プロセスカ
ートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記第一係合部材によって前記受入側シャッ
タ部が前記現像剤受入開口を開放した後に、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置
する状態で前記規制部材によって回転を規制されている前記受入側移動部と係合して回転
するのに連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給停止位置から前記現像剤補給
許容位置へ回転させる、及び、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着されてい
る状態で、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記第二係合部
材によって前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入開口を開放した後に、前記受入側第二
作用部が前記作用位置に位置する状態で前記規制部材によって回転を規制されている前記
受入側移動部と係合して回転するのに連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給
停止位置から前記現像剤補給許容位置へ回転させる補給側移動部と、
　を有することを特徴とする現像剤補給カートリッジ。
【請求項１３】
　電子写真感光体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像する
ための現像ローラと、前記現像ローラによって現像に用いられる現像剤を受け入れるため
の現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現像剤
受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入
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許容位置と前記現像剤受入停止位置とをとり得るように、前記受入側シャッタ部と連動し
て回転する受入側移動部であって、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に位
置する状態で作用位置に位置する受入側第一作用部と、前記受入側シャッタ部が前記現像
剤受入許容位置に位置する状態で前記作用位置に位置する受入側第二作用部とを有する受
入側移動部と、前記受入側第一作用部又は前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置す
る状態で前記受入側移動部の回転を規制する規制部材と、を有するプロセスカートリッジ
に現像剤を補給する、電子写真画像形成装置の装置本体に取り外し可能に装着される現像
剤補給カートリッジであって、
　前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記プロセスカ
ートリッジを前記装置本体から取り出す際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開
口を閉じた後に、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受入側移動
部の回転を規制している前記規制部材と接触して前記規制部材を前記弾性力に抗して下方
へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動
部を移動可能状態として、次いで、前記受入側第二作用部と係合して、前記受入側移動部
を回転させるのに連動して、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置から前記現
像剤受入停止位置へ回転させる、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する
進入方向において前記現像剤補給開口に対して上流側に固設されている第一係合部材と、
前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記現像剤補給カー
トリッジを前記装置本体から取り出す際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口
を閉じた後に、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受入側移動部
の回転を規制している前記規制部材と接触して前記規制部材を前記弾性力に抗して下方へ
移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動部
を移動可能状態として、次いで、前記受入側第二作用部と係合して、前記受入側移動部を
回転させるのに連動して、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置から前記現像
剤受入停止位置へ回転させる、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する進
入方向において前記現像剤補給開口に対して下流側に固設されている第二係合部材と、前
記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記プロセスカート
リッジを前記装置本体から取り出す際に、前記第一係合部材によって前記受入側シャッタ
部が前記現像剤受入開口を閉じるのに先立って、前記受入側第二作用部が前記作用位置に
位置する状態で前記規制部材によって回転を規制されている前記受入側移動部と係合して
回転するのに連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給許容位置から前記現像剤
補給停止位置へ移動させる、及び、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着され
ている状態で、前記現像剤補給カートリッジを前記装置本体から取り出す際に、前記第二
係合部材によって前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入開口を閉じるのに先立って、前
記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記規制部材によって回転を規制さ
れている前記受入側移動部と係合して回転するのに連動して、前記補給側シャッタ部を前
記現像剤補給許容位置から前記現像剤補給停止位置へ移動させる補給側移動部と、
　を有することを特徴とする現像剤補給カートリッジ。
【請求項１４】
　前記補給側移動部は、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着された状態で
、前記現像剤補給カートリッジの下面に配置されており、前記現像剤補給カートリッジの
長手方向と交差し、かつ、水平な軸線の回りに回転可能であることを特徴とする請求項７
乃至請求項１３のいずれかに記載の現像剤補給カートリッジ。
【請求項１５】
　前記補給側シャッタ部は、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着された状
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態で、前記現像剤補給カートリッジの下面に配置されており、また、前記現像剤補給カー
トリッジの長手方向と交差し、かつ、水平な軸線の回りに回転する回転部材であって、ま
た、前記回転部材の半径方向に連通する開口が設けられており、また、前記開口が前記現
像剤補給開口と対向することによって前記現像剤補給開口を開放し、前記開口以外の部分
が前記現像剤補給開口と対向することによって前記現像剤補給開口を閉じることを特徴と
する請求項７乃至請求項１３のいずれかに記載の現像剤補給カートリッジ。
【請求項１６】
　更に、前記補給側移動部は回転可能で、前記補給側移動部は補給側作用部を有し、前記
補給側作用部は前記補給側移動部の回転方向に沿って配置されている突起部であり、また
、前記受入側移動部は回転可能で、前記受入側作用部は前記受入側移動部の回転方向に沿
って配置されている突起部であり、前記補給側移動部の有する前記突起部が、前記受入側
移動部の有する突起部と係合して、回転力を受けることによって、前記補給側シャッタ部
を回転させることを特徴とする請求項７又は請求項８又は請求項１０に記載の現像剤補給
カートリッジ。
【請求項１７】
　前記現像剤補給カートリッジは、側面被規制部、上面被規制部及び下面被規制部を有す
る被ガイド部を有し、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に進入する際に、前記
装置本体が有する本体ガイドによって前記側面被規制部、上面被規制部及び下面被規制部
が前記本体ガイドによって規制され、そして、前記補給側移動部が前記受入側移動部と係
合して移動する状態で、前記上面被規制部が上方へ移動するのを前記本体ガイドによって
規制されることを特徴とする請求項７乃至請求項１６のいずれかに記載の現像剤補給カー
トリッジ。
【請求項１８】
　前記係合部材は、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に進入する進行方向にお
いて前記補給側移動部に対して下流側に固設されていることを特徴とする請求項９に記載
の現像剤補給カートリッジ。
【請求項１９】
　更に、前記現像剤補給カートリッジは、前記装置本体に進入する進行する方向において
前記補給側移動部に対して下流側に固設された係合部材を有し、前記係合部材は、前記プ
ロセスカートリッジが前記装置本体から取り出される際に、前記補給側シャッタ部が前記
現像剤補給開口を閉じた後に、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置し
た状態で、前記受入側移動部の移動を規制している前記規制部材と接触して、前記規制部
材を弾性力に抗して下方へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、
そして、前記受入側移動部を移動可能状態として、次いで、前記受入側移動部の有する前
記受入側作用部と係合して、前記受入側移動部を回転させることによって、前記受入側シ
ャッタ部を前記現像剤受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ移動させる前記係合部
材を有することを特徴とする請求項１０に記載の現像剤補給カートリッジ。
【請求項２０】
　プロセスカートリッジと前記プロセスカートリッジに現像剤を補給する現像剤補給カー
トリッジとを、各々独立して装置本体に取り外し可能に装着する電子写真画像形成装置に
おいて、
　（i）現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の前記現像剤を前記プロセスカートリッジ内へ補給するため
の現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給許容位置と前記現像剤補給停止位置とを取り得
るように、前記補給側シャッタ部と連動して移動する補給側移動部と、
　係合部材と、
　を有する現像剤補給カートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着される
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現像剤補給カートリッジと、
　（ii）電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像するための現像ローラと、
　前記現像剤を収容する受入側現像剤収容部と、
　前記現像剤を受け入れるための現像剤受入開口と、
　前記現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現
像剤受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、
　規制部材と、
　前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に位置する状態で作用位置に位置する
受入側第一作用部と前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で前
記作用位置に位置する受入側第二作用部とを有し、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受
入許容位置と前記現像剤受入停止位置とを取り得るように、前記受入側シャッタ部を連動
して移動させる受入側移動部であって、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する
状態で前記規制部材によって移動を規制されており、前記現像剤補給カートリッジが前記
装置本体に装着された状態で前記プロセスカートリッジが前記装置本体に進入する際に、
前記装置本体に装着された前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に進入した進入方
向において前記現像剤補給開口に対して上流側に設けられている前記係合部材と接触して
前記規制部材が弾性力に抗して下方へ押し下げられることによって規制を解除されて移動
可能状態となり、次いで、前記受入側第一作用部が前記係合部材と接触することによって
移動するのに連動して前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置へ移動し、次いで
、前記係合部材による押し下げが解除されて、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位
置する状態で、前記弾性力によって上方へ復帰する前記規制部材により移動を規制されて
、前記受入側第二作用部が前記補給側移動部と係合して前記補給側移動部が移動するのに
連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給許容位置へ移動させる受入側移動部と
、
　を有するプロセスカートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着されるプ
ロセスカートリッジと、
　を有することを特徴とする電子写真画像形成装置。
【請求項２１】
　プロセスカートリッジと前記プロセスカートリッジに現像剤を補給する現像剤補給カー
トリッジとを、各々独立して装置本体に取り外し可能に装着される電子写真画像形成装置
において、
　（i）現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の前記現像剤を前記プロセスカートリッジ内へ補給するため
の現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給許容位置と前記現像剤補給停止位置とを取り得
るように、前記補給側シャッタ部を連動して移動させる補給側移動部と、
　係合部材と、
　を有する前記現像剤補給カートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着さ
れる前記現像剤補給カートリッジと、
　（ii）電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を前記現像剤を用いて現像する現像ロ
ーラと、
　前記現像剤を収容する受入側現像剤収容部と、
　現像剤を受け入れるための現像剤受入開口と、
　前記現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現
像剤受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、
　規制部材と、
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　前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用位置に位置する
受入側作用部を有し、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置と前記現像剤受入
停止位置とを取り得るように、前記受入側シャッタ部を連動して移動させる受入側移動部
であって、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着された状態で前記プロセス
カートリッジが前記装置本体から取り出される際に、前記作用位置に位置する状態で、前
記弾性力によって規制位置に位置している前記規制部材によって移動を規制されている前
記受入側移動部の前記受入側作用部が前記補給側移動部と係合することにより前記補給側
移動部を移動させ、前記移動と連動して前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給停止位置
へ移動させ、次いで、前記装置本体に装着された前記現像剤補給カートリッジが前記装置
本体に進入した進入方向において前記現像剤補給開口に対して上流側に設けられている前
記係合部材と接触して前記規制部材が前記弾性力に抗して前記規制位置から下方へ移動す
ることによって規制を解除されて移動可能状態になり、そして、前記受入側作用部が前記
係合部材と接触することにより移動するのに連動して前記受入側シャッタ部を前記現像剤
受入停止位置へ移動する受入側移動部と、
　を有する前記プロセスカートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着され
る前記プロセスカートリッジと、
　を有することを特徴とする電子写真画像形成装置。
【請求項２２】
　プロセスカートリッジと前記プロセスカートリッジに現像剤を補給する現像剤補給カー
トリッジとを、各々独立して装置本体に取り外し可能に装着される電子写真画像形成装置
において、
　（i）電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像剤を用いて現像するための現像
ローラと、
　前記現像剤を収容する受入側現像剤収容部と、
　前記受入側現像剤収容部内へ前記現像剤を受け入れるための現像剤受入開口と、
　前記現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現
像剤受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、
　前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置と前記現像剤受入停止位置とを取り得
るように、前記受入側シャッタ部を連動して移動させる受入側移動部であって、前記受入
側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側作用
部を有する受入側移動部と、
　前記受入側作用部が前記作用位置に位置する状態において前記受入側移動部の移動を規
制する規制部材と、
　を有するプロセスカートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着されるプ
ロセスカートリッジと、
　（ii）前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された状態で前記現像剤補給カートリ
ッジが前記装置本体内へ進入する際に、前記作用位置に位置する状態で前記規制部材によ
って移動を規制されている前記受入側移動部の前記受入側作用部との係合により移動する
補給側移動部であって、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給停止位置から前記現像剤
補給許容位置へ連動して移動させる補給側移動部と、
　前記装置本体に進入する進行方向において前記補給側移動部に対して下流側に固設され
た係合部材であって、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記
補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口を開放するのに先立って、前記受入側シャッタ部
が前記現像剤受入停止位置に位置した状態で、前記受入側移動部の移動を規制している前
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記規制部材と接触して、前記規制部材を弾性力に抗して下方へ移動させることによって前
記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動部を移動可能状態として、次
いで、前記受入側移動部の有する受入側第一作用部と係合して、前記受入側移動部を回転
させることによって、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入停止位置から前記現像剤受
入許容位置へ移動させる前記係合部材と、
　を有する現像剤補給カートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着される
現像剤補給カートリッジと、
　を有することを特徴とする電子写真画像形成装置。
【請求項２３】
　プロセスカートリッジと前記プロセスカートリッジに現像剤を補給する現像剤補給カー
トリッジとを、各々独立して装置本体に取り外し可能に装着される電子写真画像形成装置
において、
　（i）電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像剤を用いて現像するための現像
ローラと、
　前記現像剤を収容する受入側現像剤収容部と、
　前記受入側現像剤収容部内へ前記現像剤を受け入れるための現像剤受入開口と、
　前記現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記受入開口を閉じる現像剤受
入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、
　前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置と前記現像剤受入停止位置とを取り得
るように、前記受入側シャッタ部と連動して移動する受入側移動部であって、前記受入側
シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側作用部
を有する受入側移動部と、
　前記受入側作用部が前記作用位置に位置する状態において前記受入側移動部の移動を規
制する規制部材と、
　を有する前記プロセスカートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着され
る前記プロセスカートリッジと、
　（ii）前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置と、を取り得る補給側シャッタ部と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された状態で前記現像剤補給カートリ
ッジが前記装置本体から取り出される際に、前記作用位置に位置する状態で前記規制部材
によって移動を規制されている前記受入側移動部の前記受入側作用部との係合により移動
する補給側移動部であって、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給許容位置から前記現
像剤補給停止位置へ連動して移動させる補給側移動部と、
　前記装置本体から取り出される取り出し方向において前記補給側移動部に対して上流側
に固設された係合部材であって、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体から取り出
される際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口を閉じた後に、前記受入側シャ
ッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置した状態で、前記受入側移動部の移動を規制して
いる前記規制部材と接触して、前記規制部材を弾性力に抗して下方へ移動させることによ
って前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動部を移動可能状態とし
て、次いで、前記受入側移動部の有する前記受入側作用部と係合して、前記受入側移動部
を回転させることによって、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置から前記現
像剤受入停止位置へ移動させる前記係合部材と、
　を有する前記現像剤補給カートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着さ
れる前記現像剤補給カートリッジと、
　を有することを特徴とする電子写真画像形成装置。
【請求項２４】
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　プロセスカートリッジと前記プロセスカートリッジに現像剤を補給する現像剤補給カー
トリッジとを、各々独立して装置本体に取り外し可能に装着される電子写真画像形成装置
において、
　（i）電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像するための現像ローラと、
　前記現像剤を収容する受入側現像剤収容部と、
　前記受入側現像剤収容部内へ現像剤を受け入れるための現像剤受入開口と、
　前記現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現
像剤受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、
　前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置と前記現像剤受入停止位置とを取り得
るように、前記受入側シャッタ部と連動して回転する受入側移動部であって、前記受入側
シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側第一作
用部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で前記作用位置
に位置する受入側第二作用部とを有する受入側移動部と、
　前記受入側第一作用部又は前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記
受入側移動部の回転を規制する規制部材と、を有するプロセスカートリッジであって、前
記装置本体に取り外し可能に装着されるプロセスカートリッジと、
　（ii）前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記現像剤補給カ
ートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口
を開放するのに先立って、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受
入側移動部の回転を規制している前記規制部材と接触して前記規制部材を弾性力に抗して
下方へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側
移動部を移動可能状態として、次いで、前記受入側第一作用部と係合して、前記受入側移
動部を回転させるのに連動して、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入停止位置から前
記現像剤受入許容位置へ移動させる、及び、前記現像剤補給カートリッジを前記装置本体
から取り出す際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口を閉じた後に、前記受入
側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受入側移動部の回転を規制している前
記規制部材と接触して前記規制部材を前記弾性力に抗して下方へ移動させることによって
前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動部を移動可能状態として、
次いで、前記受入側第二作用部と係合して、前記受入側移動部を回転させるのに連動して
、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ回転さ
せる、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する進入方向において前記現像
剤補給開口に対して下流側に固設されている係合部材と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記現像剤補給カ
ートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入開口
を開放した後に、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記規制部材に
よって回転を規制されている前記受入側移動部と係合して回転するのに連動して、前記補
給側シャッタ部を前記現像剤補給停止位置から前記現像剤補給許容位置へ移動させる、及
び、前記現像剤補給カートリッジを前記装置本体から取り出す際に、前記受入側シャッタ
部が前記現像剤受入開口を閉じるのに先立って、前記受入側第二作用部が前記作用位置に
位置する状態で前記規制部材によって回転を規制されている前記受入側移動部と係合して
回転するのに連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給許容位置から前記現像剤
補給停止位置へ移動させる補給側移動部と、
　を有する現像剤補給カートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着される
前記現像剤補給カートリッジと、
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　を有することを特徴とする電子写真画像形成装置。
【請求項２５】
　プロセスカートリッジと前記プロセスカートリッジに現像剤を補給する現像剤補給カー
トリッジとを、各々独立して装置本体に取り外し可能に装着される電子写真画像形成装置
において、
　（i）電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像するための現像ローラと、
　前記現像剤を収容する受入側現像剤収容部と、
　前記受入側現像剤収容部内へ現像剤を受け入れるための現像剤受入開口と、
　前記現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現
像剤受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、
　前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置と前記現像剤受入停止位置とを取り得
るように、前記受入側シャッタ部と連動して回転する受入側移動部であって、前記受入側
シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側第一作
用部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で前記作用位置
に位置する受入側第二作用部とを有する受入側移動部と、
　前記受入側第一作用部又は前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記
受入側移動部の回転を規制する規制部材と、
　を有するプロセスカートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着されてい
るプロセスカートリッジと、
　（ii）前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記プロセスカ
ートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口
を開放するのに先立って、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受
入側移動部の回転を規制している前記規制部材と接触して前記規制部材を弾性力に抗して
下方へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側
移動部を移動可能状態として、次いで、前記受入側第一作用部と係合して、前記受入側移
動部を回転させるのに連動して、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入停止位置から前
記現像剤受入許容位置へ回転させる、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入
する進入方向において前記現像剤補給開口に対して上流側に固設されている第一係合部材
と
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記現像剤補給カ
ートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口
を開放するのに先立って、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受
入側移動部の回転を規制している前記規制部材と接触して前記規制部材を前記弾性力に抗
して下方へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受
入側移動部を移動可能状態として、次いで、前記受入側第一作用部と係合して、前記受入
側移動部を回転させるのに連動して、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入停止位置か
ら前記現像剤受入許容位置へ回転させる、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ
進入する進入方向において前記現像剤補給開口に対して下流側に固設されている第二係合
部材と、
　前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記プロセスカ
ートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記第一係合部材によって前記受入側シャッ
タ部が前記現像剤受入開口を開放した後に、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置
する状態で前記規制部材によって回転を規制されている前記受入側移動部と係合して回転
するのに連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給停止位置から前記現像剤補給
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許容位置へ回転させる、及び、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着されてい
る状態で、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記第二係合部
材によって前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入開口を開放した後に、前記受入側第二
作用部が前記作用位置に位置する状態で前記規制部材によって回転を規制されている前記
受入側移動部と係合して回転するのに連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給
停止位置から前記現像剤補給許容位置へ回転させる補給側移動部と、
　を有する現像剤補給カートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着される
前記現像剤補給カートリッジと、
　を有することを特徴とする電子写真画像形成装置。
【請求項２６】
　プロセスカートリッジと前記プロセスカートリッジに現像剤を補給する現像剤補給カー
トリッジとを、各々独立して装置本体に取り外し可能に装着される電子写真画像形成装置
において、
　（i）電子写真感光体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現
像するための現像ローラと、前記現像剤を収容する受入側現像剤収容部と、前記受入側現
像剤収容部内へ現像剤を受け入れるための現像剤受入開口と、前記現像剤受入開口を開放
する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現像剤受入停止位置とを取り得
る受入側シャッタ部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置と前記現像剤受
入停止位置とを取り得るように、前記受入側シャッタ部と連動して回転する受入側移動部
であって、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に位置する状態で作用位置に
位置する受入側第一作用部と、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置す
る状態で前記作用位置に位置する受入側第二作用部とを有する受入側移動部と、前記受入
側第一作用部又は前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受入側移動
部の回転を規制する規制部材と、
　を有するプロセスカートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着される前
記プロセスカートリッジと、
　（ii）前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記プロセスカ
ートリッジを前記装置本体から取り出す際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開
口を閉じた後に、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受入側移動
部の回転を規制している前記規制部材と接触して前記規制部材を前記弾性力に抗して下方
へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動
部を移動可能状態として、次いで、前記受入側第二作用部と係合して、前記受入側移動部
を回転させるのに連動して、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置から前記現
像剤受入停止位置へ回転させる、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する
進入方向において前記現像剤補給開口に対して上流側に固設されている第一係合部材と
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記現像剤補給カ
ートリッジを前記装置本体から取り出す際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開
口を閉じた後に、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記受入側移動
部の回転を規制している前記規制部材と接触して前記規制部材を前記弾性力に抗して下方
へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動
部を移動可能状態として、次いで、前記受入側第二作用部と係合して、前記受入側移動部
を回転させるのに連動して、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置から前記現
像剤受入停止位置へ回転させる、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する
進入方向において前記現像剤補給開口に対して下流側に固設されている第二係合部材と、
前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着されている状態で、前記プロセスカー
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トリッジを前記装置本体から取り出す際に、前記第一係合部材によって前記受入側シャッ
タ部が前記現像剤受入開口を閉じるのに先立って、前記受入側第二作用部が前記作用位置
に位置する状態で前記規制部材によって回転を規制されている前記受入側移動部と係合し
て回転するのに連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給許容位置から前記現像
剤補給停止位置へ移動させる、及び、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着さ
れている状態で、前記現像剤補給カートリッジを前記装置本体から取り出す際に、前記第
二係合部材によって前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入開口を閉じるのに先立って、
前記受入側第二作用部が前記作用位置に位置する状態で前記規制部材によって回転を規制
されている前記受入側移動部と係合して回転するのに連動して、前記補給側シャッタ部を
前記現像剤補給許容位置から前記現像剤補給停止位置へ移動させる補給側移動部と、
　を有する現像剤補給カートリッジであって、前記装置本体に取り外し可能に装着される
前記現像剤補給カートリッジと、
　を有することを特徴とする電子写真画像形成装置。
【請求項２７】
　前記受入側移動部は、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された状態で、
前記プロセスカートリッジの上面に配置されており、前記プロセスカートリッジの長手方
向と交差し、且つ、水平な軸線の回りに回転可能であることを特徴とする請求項２０乃至
請求項２６のいずれかに記載の電子写真画像形成装置。
【請求項２８】
　前記受入側シャッタ部は、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された状態
で、前記プロセスカートリッジの上面に配置されており、また、前記プロセスカートリッ
ジの長手方向と交差し、かつ、水平な軸線の回りに回転する回転部材であって、また、前
記回転部材の半径方向に連通する開口が設けられており、また、前記開口が前記現像剤受
入開口と対向することによって前記現像剤受入開口を開放し、前記開口以外の部分が前記
現像剤受入開口と対向することによって前記現像剤受入開口を閉じることを特徴とする請
求項２０乃至請求項２７のいずれかに記載の電子写真画像形成装置。
【請求項２９】
　前記受入側移動部は回転可能で、前記受入側第一作用部は、前記受入側移動部の回転方
向に沿って配置されている突起部であり、前記突起部は前記係合部材と係合して回転力を
受けることによって前記受入側シャッタ部を回転させ、また、前記受入側第二作用部は、
前記受入側移動部の回転方向に沿って配置されている突起部であり、前記突起部は前記補
給側移動部の補給側作用部が有する突起部と係合して回転力を与えることによって、前記
補給側シャッタ部を回転させることを特徴とする請求項２０に記載の電子写真画像形成装
置。
【請求項３０】
　前記受入側移動部は回転可能で、前記受入側作用部は、前記受入側移動部の回転方向に
沿って配置されている突起部であり、また、前記補給側移動部の補給側作用部は、回転可
能な前記補給側移動部の回転方向に沿って配置されている突起部であり、前記受入側移動
部の有する前記突起部が前記補給側移動部の有する前記突起部と係合して、回転力を与え
ることによって、前記補給側シャッタ部を回転させることを特徴とする請求項２１乃至請
求項２３のいずれかに記載の電子写真画像形成装置。
【請求項３１】
　更に、前記現像剤補給カートリッジは、前記装置本体に進入する進行方向において前記
補給側移動部に対して下流側に固設された係合部材であって、前記現像剤補給カートリッ
ジが前記装置本体へ進入する際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口を開放す
るのに先立って、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に位置した状態で、前
記受入側移動部の移動を規制している前記規制部材と接触して、前記規制部材を弾性力に
抗して下方へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記
受入側移動部を移動可能状態として、次いで、前記受入側移動部の有する受入側第一作用
部と係合して、前記受入側移動部を回転させることによって、前記受入側シャッタ部を前
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記現像剤受入停止位置から前記現像剤受入許容位置へ移動させる前記係合部材を有するこ
とを特徴とする請求項２０又は請求項２１に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項３２】
　更に、前記現像剤補給カートリッジは、前記装置本体から取り出される取り出し方向に
おいて前記補給側移動部に対して上流側に固設された係合部材であって、前記現像剤補給
カートリッジが前記装置本体から取り出される際に、前記補給側シャッタ部が前記現像剤
補給開口を閉じた後に、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置した状態
で、前記受入側移動部の移動を規制している前記規制部材と接触して、前記規制部材を弾
性力に抗して下方へ移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして
、前記受入側移動部を移動可能状態として、次いで、前記受入側移動部の有する前記受入
側作用部と係合して、前記受入側移動部を回転させることによって、前記受入側シャッタ
部を前記現像剤受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ移動させる前記係合部材を有
することを特徴とする請求項２１に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項３３】
　前記補給側移動部は、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着された状態で
、前記現像剤補給カートリッジの下面に配置されており、前記現像剤補給カートリッジの
長手方向と交差し、かつ、水平な軸線の回りに回転可能であることを特徴とする請求項２
０乃至請求項３２のいずれかに記載の電子写真画像形成装置。
【請求項３４】
　前記補給側シャッタ部は、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に装着された状
態で、前記現像剤補給カートリッジの下面に配置されており、また、前記現像剤補給カー
トリッジの長手方向と交差し、かつ、水平な軸線の回りに回転する回転部材であって、ま
た、前記回転部材の半径方向に連通する開口が設けられており、また、前記開口が前記現
像剤補給開口と対向することによって前記現像剤補給開口を開放し、前記開口以外の部分
が前記現像剤補給開口と対向することによって前記現像剤補給開口を閉じることを特徴と
する請求項２０乃至請求項３３のいずれかに記載の電子写真画像形成装置。
【請求項３５】
　更に、前記補給側移動部は回転可能で、前記補給側移動部は補給側作用部を有し、前記
補給側作用部は前記補給側移動部の回転方向に沿って配置されている突起部であり、また
、前記受入側移動部は回転可能で、前記受入側作用部は前記受入側移動部の回転方向に沿
って配置されている突起部であり、前記補給側移動部の有する前記突起部が、前記受入側
移動部の有する突起部と係合して、回転力を受けることによって、前記補給側シャッタ部
を回転させることを特徴とする請求項２１乃至請求項２３のいずれかに記載の電子写真画
像形成装置。
【請求項３６】
　前記現像剤補給カートリッジは、側面被規制部、上面被規制部及び下面被規制部を有す
る被ガイド部を有し、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に進入する際に、前記
装置本体が有する本体ガイドによって前記側面被規制部、上面被規制部及び下面被規制部
が前記本体ガイドによって規制され、そして、前記補給側移動部が前記受入側移動部と係
合して移動する状態で、前記上面被規制部が上方へ移動するのを前記本体ガイドによって
規制されることを特徴とする請求項２０乃至請求項３５のいずれかに記載の電子写真画像
形成装置。
【請求項３７】
　前記係合部材は、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に進入する進行方向にお
いて前記補給側移動部に対して下流側に固設されていることを特徴とする請求項２０又は
請求項２１に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項３８】
　更に、前記現像剤補給カートリッジは、前記装置本体に進入する進行する方向において
前記補給側移動部に対して下流側に固設された係合部材を有し、前記係合部材は、前記プ
ロセスカートリッジが前記装置本体から取り出される際に、前記補給側シャッタ部が前記
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現像剤補給開口を閉じた後に、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置し
た状態で、前記受入側移動部の移動を規制している前記規制部材と接触して、前記規制部
材を移動させることによって前記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移
動部を移動可能状態として、次いで、前記受入側移動部の有する前記受入側作用部と係合
して、前記受入側移動部を回転させることによって、前記受入側シャッタ部を前記現像剤
受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ移動させる前記係合部材を有することを特徴
とする請求項２２又は請求項２３に記載の電子写真画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真画像形成装置本体に着脱可能な、プロセスカートリッジ、現像剤補
給カートリッジ及びこれらを用いる電子写真画像形成装置に関する。
【０００２】
　ここで、電子写真画像形成装置（以下、「画像形成装置」という）とは、電子写真画像
形成プロセスを用いて記録媒体に画像を形成するものである。例えば、電子写真複写機、
電子写真プリンタ（ＬＥＤプリンタ、レーザービームプリンタなど）、電子写真ファクシ
ミリ装置、及び、電子写真ワードプロセッサーなどが含まれる。
【０００３】
　ここで記録媒体とは、画像を形成される物であって、例えば、記録シート、ＯＨＰシー
ト等である。
【背景技術】
【０００４】
　従来、画像形成装置において、電子写真感光体及びこれに作用するプロセス手段を一体
的にカートリッジ化し、このカートリッジを画像形成装置本体に着脱可能とするプロセス
カートリッジ方式が採用されている。このプロセスカートリッジ方式によれば、装置のメ
ンテナンスをサービスマンによらずにユーザ自身で行うことができる。そのため、操作性
を向上させることができた。
【０００５】
　また、現像剤補給カートリッジから現像剤の補給を受けるプロセスカートリッジが知ら
れている。この補給式のプロセスカートリッジによれば、プロセスカートリッジを小型化
できる。なぜならば、現像剤収容部を小型化できるからである。
【０００６】
　このような現像剤補給方式においては、現像剤補給カートリッジには現像剤補給開口が
設けられている。また、プロセスカートリッジには現像剤受入開口が設けられている。そ
して、現像剤補給開口と現像剤受入開口を連通させることにより、現像剤を現像剤補給カ
ートリッジからプロセスカートリッジへ補給する。
【０００７】
　また、ユーザが装置本体に対してプロセスカートリッジを着脱する場合に、現像剤が漏
れることを防止する必要が有る。
【０００８】
　また、ユーザが装置本体に対して現像剤補給カートリッジを着脱する場合に、現像剤が
漏れることを防止する必要がある。
【０００９】
　このため、現像剤補給開口と現像剤受入開口にはそれぞれ開閉可能なシャッタが設けら
れている。
【００１０】
　従来、現像剤補給開口の開閉を行う構成としては、次の構成が知られている。即ち、現
像剤補給カートリッジが装置本体に装着される際に、排出口シャッタが閉鎖位置から開放
位置へ移動する力を受けるように、プロセスカートリッジと係合する力受け係合部を有す
る。また、現像剤補給カートリッジが装置本体から取り出される際に、排出口シャッタが
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開放位置から閉鎖位置へ移動する力をプロセスカートリッジから受ける。これによって、
現像剤補給開口の開閉を行う方式である（特許文献１、図７参照）。
【００１１】
　一方、現像剤受入開口の開閉を行うプロセスカートリッジの構成方式としては、次の構
成が知られている。即ち、装置本体に係合部を有し、プロセスカートリッジが装置本体に
対して着脱される動作に連動して、受入口シャッタに移動する力を与える。これによって
、現像剤受入開口の開閉を行う方式である（特許文献１、図６参照）。
【００１２】
【特許文献１】特開２００１－２２２１６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　上記公報に記載された技術によれば、現像剤補給カートリッジを画像形成装置本体へ着
脱する動作、または、プロセスカートリッジを画像形成装置本体へ着脱する動作のどちら
の場合でも現像剤補給開口の開閉を行うことができる。
【００１４】
　そのため、現像剤補給カートリッジまたはプロセスカートリッジをそれぞれ独立に画像
形成装置に着脱しても、現像剤補給開口の開閉を行うことができる。
【００１５】
　よって、現像剤補給タイプのプロセスカートリッジを用いるにあたって、現像剤が漏れ
るのを防止した状態で、現像剤補給カートリッジとプロセスカートリッジを各々独立して
画像形成装置本体に着脱することを実現できた。
【００１６】
　従って、前記技術は、操作性に大変優れたものである。
【００１７】
　本発明は、前述した従来例を更に発展させたものである。
【００１８】
　本発明の目的は、プロセスカートリッジと現像剤補給カートリッジとが共に電子写真画
像形成装置本体に装着されている状態で、現像剤補給カートリッジを前記装置本体から取
り出す際に、現像剤補給開口から現像剤が漏れるのを防止した状態で及び現像剤受入開口
から現像剤が漏れるのを防止した状態で、前記現像剤補給カートリッジを取り出すことの
できる現像剤補給カートリッジ、プロセスカートリッジ、及び、電子写真画像形成装置を
提供するものである。
【００１９】
　本発明の他の目的は、プロセスカートリッジと現像剤補給カートリッジとが共に装置本
体に装着されている状態で、プロセスカートリッジを前記装置本体から取り出す際に、現
像剤補給開口から現像剤が漏れるのを防止した状態で及び現像剤受入開口から現像剤が漏
れるのを防止した状態でプロセスカートリッジを取り出すことのできるプロセスカートリ
ッジ、現像剤補給カートリッジ、及び、電子写真画像形成装置を提供するものである。
【００２０】
　本発明の他の目的は、プロセスカートリッジが装置本体に装着されている状態で、現像
剤補給カートリッジを装置本体に進入する際に、現像剤受入開口が現像剤を受入可能な状
態で、現像剤補給開口から現像剤を補給することのできる現像剤補給カートリッジ、プロ
セスカートリッジ、及び、電子写真画像形成装置を提供するものである。
【００２１】
　本発明の他の目的は、現像剤補給カートリッジが装置本体に装着されている状態で、プ
ロセスカートリッジを装置本体に進入する際に、現像剤受入開口が現像剤を受入可能な状
態で、現像剤補給開口から現像剤を補給することのできる現像剤補給カートリッジ、プロ
セスカートリッジ、及び、電子写真画像形成装置を提供するものである。
【００２２】
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　本発明の他の目的は、プロセスカートリッジと現像剤補給カートリッジとが共に装置本
体に装着されている状態で、現像剤補給カートリッジを装置本体から取り出す際に、受入
側シャッタが現像剤受入許容位置に位置する状態で、補給側シャッタを現像剤補給許容位
置から現像剤補給停止位置へ移動することのできる現像剤補給カートリッジ、プロセスカ
ートリッジ、及び、電子写真画像形成装置を提供するものである。
【００２３】
　本発明の他の目的は、プロセスカートリッジと現像剤補給カートリッジとが共に装置本
体に装着されている状態で、プロセスカートリッジを装置本体から取り出す際に、受入側
シャッタが現像剤受入許容位置に位置する状態で、補給側シャッタを現像剤補給許容位置
から現像剤補給停止位置へ移動することのできるプロセスカートリッジ、現像剤補給カー
トリッジ、及び、電子写真画像形成装置を提供するものである。
【００２４】
　本発明の他の目的は、プロセスカートリッジが既に装置本体に装着されている状態で、
現像剤補給カートリッジを装置本体内へ進入する際に、受入側シャッタが現像剤受入許容
位置に位置する状態で、補給側シャッタを現像剤補給停止位置から現像剤補給許容位置へ
移動することのできる現像剤補給カートリッジ、プロセスカートリッジ、及び、電子写真
画像形成装置を提供するものである。
【００２５】
　本発明の他の目的は、現像剤補給カートリッジが既に装置本体に装着されている状態で
、プロセスカートリッジを装置本体内へ進入する際に、受入側シャッタが現像剤受入許容
位置に位置する状態で、補給側シャッタを現像剤補給停止位置から現像剤補給許容位置へ
移動することのできるプロセスカートリッジ、現像剤補給カートリッジ、及び、電子写真
画像形成装置を提供するものである。
【００２６】
　本発明の他の目的によれば、受入側シャッタを連動して移動する受入側移動部材を、補
給側移動部材の移動に用いることができるプロセスカートリッジ、現像剤補給カートリッ
ジ、及び、電子写真画像形成装置を提供するものである。
【００２７】
　本発明の他の目的によれば、プロセスカートリッジを装置本体に進入する際に、現像剤
受入停止位置に位置する受入側シャッタを現像剤受入許容位置へ移動した後に、補給側シ
ャッタを現像剤補給停止位置から現像剤補給許容位置へ移動することのできるプロセスカ
ートリッジ、現像剤補給カートリッジ、及び、電子写真画像形成装置を提供するものであ
る。
【００２８】
　本発明の他の目的は、現像剤補給カートリッジとプロセスカートリッジとの相対的な移
動によって、現像剤補給開口を開く、及び、又は閉じることのできるプロセスカートリッ
ジ、現像剤補給カートリッジ、及び、電子写真画像形成装置を提供するものである。
【００２９】
　本発明の他の目的は、画像形成装置本体に現像剤補給カートリッジが装着されていない
状態で、プロセスカートリッジを装置本体内へ進入させたとして、現像剤受入開口を開く
ことのないプロセスカートリッジ及び電子写真画像形成装置を提供することにある。
【００３０】
　本発明の他の目的は、画像形成装置本体にプロセスカートリッジが装着されていない状
態で、現像剤補給カートリッジを装置本体内へ進入させたとしても、現像剤補給開口を開
くことのない現像剤補給カートリッジ及び電子写真画像形成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３１】
　上記課題を解決するための本発明における代表的な手段は、現像剤を収容する補給側現
像剤収容部と、前記補給側現像剤収容部内の前記現像剤をプロセスカートリッジ内へ補給
するための現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じ
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る現像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、前記補給側シャッタ部が前記現
像剤補給許容位置と前記現像剤補給停止位置とを取り得るように、前記補給側シャッタ部
と連動して移動する補給側移動部と、係合部材と、を有する現像剤補給カートリッジから
前記現像剤の補給を受ける、電子写真画像形成装置の装置本体に取り外し可能に装着され
るプロセスカートリッジであって、
　電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を前記現像剤を用いて現像するための
現像ローラと、
　前記現像剤を収容する受入側現像剤収容部と、
　前記受入側現像剤収容部内へ現像剤を受け入れるための現像剤受入開口と、
　前記現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、前記現像剤受入開口を閉じる現
像剤受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、規制部材と、
　前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入停止位置に位置する状態で作用位置に位置する
受入側第一作用部と前記受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で前
記作用位置に位置する受入側第二作用部とを有し、前記受入側シャッタ部が前記現像剤受
入許容位置と前記現像剤受入停止位置とをとり得るように、前記受入側シャッタ部を連動
して移動させる受入側移動部であって、前記受入側第一作用部が前記作用位置に位置する
状態で前記規制部材によって移動を規制されており、前記現像剤補給カートリッジが前記
装置本体に装着された状態で前記プロセスカートリッジが前記装置本体に進入する際に、
前記装置本体に装着された前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体に進入した進入方
向において前記現像剤補給開口に対して上流側に設けられている前記係合部材と接触して
前記規制部材が弾性力に抗して下方へ押し下げられることによって規制を解除されて移動
可能状態となり、次いで、前記受入側第一作用部が前記係合部材と接触することによって
移動するのに連動して前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入許容位置へ移動し、次いで
、前記係合部材による押し下げが解除されて、前記受入側第二作用部が前記作用位置に位
置する状態で、前記弾性力によって上方へ復帰する前記規制部材により移動を規制されて
、前記受入側第二作用部が前記補給側移動部と係合して前記補給側移動部が移動するのに
連動して、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給許容位置へ移動させる受入側移動部と
、
　を有することを特徴とするプロセスカートリッジである。
【００３２】
　また、本発明の他の手段としては、電子写真感光体ドラムと、前記電子写真感光体ドラ
ムに形成された静電潜像を現像するための現像ローラと、前記現像ローラによって現像に
用いられる現像剤を受け入れるための現像剤受入開口を開放する現像剤受入許容位置と、
前記現像剤受入開口を閉じる現像剤受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ部と、前記
受入側シャッタ部が前記現像剤受入許容位置と前記現像剤受入停止位置とをとり得るよう
に、前記受入側シャッタ部と連動して移動する受入側移動部であって、前記受入側シャッ
タ部が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側作用部を有す
る受入側移動部と、前記受入側作用部が前記作用位置に位置する状態において前記受入側
移動部の移動を規制する規制部材と、を有するプロセスカートリッジに現像剤を補給する
、電子写真画像形成装置の装置本体に取り外し可能に装着される現像剤補給カートリッジ
であって、
　前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部と、
　前記補給側現像剤収容部内の現像剤を前記現像剤受入開口を介して前記プロセスカート
リッジ内へ補給するための現像剤補給開口と、
　前記現像剤補給開口を開放する現像剤補給許容位置と、前記現像剤補給開口を閉じる現
像剤補給停止位置とを取り得る補給側シャッタ部と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された状態で前記現像剤補給カートリ
ッジが前記装置本体内へ進入する際に、前記作用位置に位置する状態で前記規制部材によ
って移動を規制されている前記受入側移動部の前記受入側作用部との係合により移動する
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補給側移動部であって、前記補給側シャッタ部を前記現像剤補給停止位置から前記現像剤
補給許容位置へ連動して移動させる補給側移動部と、
　前記装置本体に進入する進行方向において前記補給側移動部に対して下流側に固設され
た係合部材であって、前記現像剤補給カートリッジが前記装置本体へ進入する際に、前記
補給側シャッタ部が前記現像剤補給開口を開放するのに先立って、前記受入側シャッタ部
が前記現像剤受入停止位置に位置した状態で、前記受入側移動部の移動を規制している前
記規制部材と接触して、前記規制部材を弾性力に抗して下方へ移動させることによって前
記規制部材による規制を解除して、そして、前記受入側移動部を移動可能状態として、次
いで、前記受入側移動部の有する受入側第一作用部と係合して、前記受入側移動部を回転
させることによって、前記受入側シャッタ部を前記現像剤受入停止位置から前記現像剤受
入許容位置へ移動させる前記係合部材と、
　を有することを特徴とする現像剤補給カートリッジである。
【００３３】
　また、本発明の他の手段としては、各々独立して装置本体に着脱可能な前記プロセスカ
ートリッジと前記現像剤補給カートリッジとを有する電子写真画像形成装置を特徴とする
。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、現像剤補給カートリッジからプロセスカートリッジへ現像剤を補給す
る際に、現像剤が漏れるのを防止することができる。
【００３５】
　本発明によれば、受入側シャッタと連動して移動する受入側移動部材を、補給側移動部
材の移動に用いることができる。
【００３６】
　プロセスカートリッジが装置本体に装着されている状態で、現像剤補給カートリッジを
装置本体に進入させる本発明によれば、受入開口が現像剤を受け入れることができる状態
で、補給開口が現像剤を補給することができる状態にすることができる。
【００３７】
　プロセスカートリッジが装置本体に装着されている状態で、現像剤補給カートリッジを
装置本体から取り出す本発明によれば、補給開口が現像剤を補給するのを停止した状態で
、受入開口が現像剤を受け入れるのを停止することができる。
【００３８】
　現像剤補給カートリッジが装置本体に装着されている状態で、プロセスカートリッジを
装置本体に装着させる本発明によれば、受入開口が現像剤を受け入れることができる状態
で、補給開口が現像剤を補給することができる状態にすることができる。
【００３９】
　現像剤補給カートリッジが装置本体に装着されている状態で、プロセスカートリッジを
装置本体から取り出す本発明によれば、補給開口が現像剤を補給するのを停止した状態で
、受入開口が現像剤を受け入れるのを停止することができる。
【００４０】
　また、本発明によれば、プロセスカートリッジが装置本体に装着されていない状態で、
現像剤補給カートリッジを装置本体へ進入させたとして、補給開口が開放することがない
。
【００４１】
　また、本発明によれば、現像剤補給カートリッジが装置本体に装着されていない状態で
、プロセスカートリッジを装置本体へ進入させたとしても、受入開口が開放することがな
い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　次に本発明の一実施形態に係る現像剤補給カートリッジ及びプロセスカートリッジを用
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いるカラー画像形成装置について図面を参照して説明する。
【００４３】
　〔第１実施形態〕
　［画像形成装置の全体構成］
　まず画像形成装置の全体構成について、図１を参照して説明する。なお、図１は、画像
形成装置の一態様であるフルカラーレーザビームプリンタ100の全体構成を示す縦断面図
である。
【００４４】
　画像形成装置100は、水平方向に並設された４個のプロセスカートリッジ７（７ａ，７
ｂ，７ｃ，７ｄ）及び現像剤補給カートリッジ９（９ａ，９ｂ，９ｃ，９ｄ）を備えてい
る。プロセスカートリッジ７および現像剤補給カートリッジ９は、それぞれ独立に画像形
成装置100の装置本体100ａに着脱可能である。ここで、装置本体100ａとは、画像形成装
置100の構成からプロセスカートリッジ７及び現像剤補給カートリッジ９を除いた構成で
ある。プロセスカートリッジ７は、電子写真感光体ドラム１（１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄ）
を有している。この電子写真感光体ドラム（以下、「感光体ドラム」という）１は、装置
本体100ａに設けられた駆動手段（不図示）によって回転する。
【００４５】
　プロセスカートリッジ７は、感光体ドラム１の周囲に、プロセス手段としての、帯電ロ
ーラ（帯電手段）２（２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ）、現像手段４（４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ
）、及び、クリーニング手段８（８ａ，８ｂ，８ｃ，８ｄ）を有する。　また、装置本体
100ａには、感光体ドラム１の周囲に、スキャナユニット３（３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ）
、及び、中間転写体５が設けられている。中間転写体５には、感光体ドラム１の周面に形
成された現像剤像が一次転写手段14（14ａ，14ｂ，14ｃ，14ｄ）により転写される。尚、
一次転写手段14は、装置本体100ａに設けられている。
【００４６】
　帯電ローラ２は感光体ドラム１に押圧され、感光体ドラム１表面を均一に帯電する。ス
キャナユニット３は画像情報に基づいて感光体ドラム１にレーザービームを照射して、感
光体ドラム１に静電潜像を形成する。現像手段４（４ａ～４ｄ）は、前記静電潜像に現像
剤を付着させて現像剤像を形成する。即ち、現像手段４は、前記静電潜像を現像する。ク
リーニング手段８は、前記トナー像を転写後に、感光体ドラム１表面に残った現像剤を除
去する。
【００４７】
　ここで、感光体ドラム１と、前記プロセス手段としての、帯電ローラ２、現像手段４、
クリーニング手段８は一体的にカートリッジ化されて、プロセスカートリッジ７を構成し
ている。
【００４８】
　画像形成の動作は、次の通りである。まず、画像形成タイミングに合わせて感光体ドラ
ム１が回転される。そして、各々のプロセスカートリッジ７に対応するスキャナユニット
３が順次駆動される。また、感光体ドラム１に接触しながら従動回転する帯電ローラ２に
電圧が印加され感光体ドラム１の周面に一様な電荷を付与する。スキャナユニット３は、
その感光体ドラム１の周面に画像信号に応じて選択的に露光を行う。これによって、感光
体ドラム１の周面に静電潜像を形成する。現像手段４に設けられた現像ローラ17（17ａ～
17ｄ）は、前記静電潜像に現像剤を転移させる。これによって、現像ローラ17は、感光体
ドラム１の周面に現像剤像を形成する。即ち、現像ローラ17は、現像剤を用いて、前記静
電潜像を現像する。
【００４９】
　その後、一次転写手段14に前記現像剤像と逆極性のバイアス電圧を印加する。これによ
って、感光体ドラム１に形成された現像剤像を中間転写体５上に一次転写する。
【００５０】
　そして、各感光体ドラム１に形成された現像剤像（４色の現像剤像）を中間転写体５上
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に重ね合わせる。その後、中間転写体５に二次転写手段６が圧接される。そして、レジス
トローラ10によって所定の位置で待機していた記録媒体Ｓが中間転写体５と二次転写手段
６のニップ部に送り出される。
【００５１】
　尚、プロセスカートリッジ７ａには、イエロー色の現像剤が収容されている。プロセス
カートリッジ７ｂには、マゼンタ色の現像剤が収容されている。プロセスカートリッジ７
ｃには、シアン色の現像剤が収容されている。プロセスカートリッジ７ｄには、ブラック
色の現像剤が収容されている。したがって、感光体ドラム１ａには、イエロー色の現像剤
像が形成される。同様に、感光体ドラム１ｂにはマゼンタ色の現像剤像が形成され、感光
体ドラム１ｃにはシアン色の現像剤像が形成され、感光体ドラム１ｄにはブラック色の現
像剤像が形成される。
【００５２】
　尚、前記プロセスカートリッジ７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄは、構成は同一であって、収容
している現像剤の色が異なる。
【００５３】
　二次転写手段６には現像剤と逆極性のバイアス電圧が印加されている。よって、中間転
写体５上の現像剤像は、搬送されてきた記録媒体Ｓの表面に一括して二次転写される。
【００５４】
　その後、記録媒体Ｓは、定着器11に搬送され、加熱、加圧されて前記現像剤像の定着が
行われる。そして、記録媒体Ｓは、排出ローラ12によって排出トレイ13に排出される。こ
れによって、画像形成を完了する。
【００５５】
　尚、前記潜像の現像によって現像剤は消費される。現像剤は、消費されるのに伴って、
現像剤補給カートリッジ９（９ａ、９ｂ、９ｃ、９ｄ）（後述する）から順次補給される
。
【００５６】
　尚、現像剤補給カートリッジ９ａ、９ｂ、９ｃ、９ｄは、構成は同一であって、収容し
ている現像剤の色が異なる。
【００５７】
　また、100ｂはプロセスカートリッジ装着部であって、プロセスカートリッジ７を取り
外し可能に装着する空間である.
　また、100ｃは補給カートリッジ装着部であって、補給カートリッジ9を取り外し可能に
装着する空間である.
　両装着部100ｂ、100ｃは、装置本体100ａに設けられている。
【００５８】
　［プロセスカートリッジ７、現像剤補給カートリッジ９の進入形態］
　次に、図２乃至図５を用いて、プロセスカートリッジ７及び現像剤補給カートリッジ９
を装置本体100ａへ挿入する形態を説明する。
【００５９】
　まず、操作者が、装置本体100ａに設けられているカートリッジカバー110を開く（図５
）。そして、操作者が、プロセスカートリッジ７を感光体ドラム１の長手方向に沿って装
置本体100ａ内へ進入させる（図中矢印Ａ方向）。また、操作者が、現像剤補給カートリ
ッジ９を補給側現像剤収容部33の長手方向に沿って装置本体100ａ内へ進入させる（図中
矢印Ａ方向）。即ち、両プロセスカートリッジ７、９共にその長手方向に進入する。尚、
プロセスカートリッジ７、現像剤補給カートリッジ９への装置本体100ａからの駆動力の
入力は、進入方向奥側（装置本体100ａの奥側）にて行われる。
【００６０】
　現像剤補給カートリッジ９は、現像剤補給カートリッジ９の被ガイド部42ａ，42ｂ（図
２）を装置本体100ａに設けた本体レール101ａ，101ｂに乗せて挿入していく。
【００６１】



(25) JP 4378374 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

　また、プロセスカートリッジ７は、被ガイド部43ａ，43ｂ（図２）を装置本体100ａに
設けた本体レール102ａ，102ｂに乗せて進入させていく。
【００６２】
　［プロセスカートリッジの構成］
　次に、プロセスカートリッジ７の構成を、図２及び図３を用いて説明する。
【００６３】
　図２に示すように、プロセスカートリッジ７は、それぞれ別体であるクリーニングユニ
ット22と現像ユニット23とを回動可能に結合し一体化している。
【００６４】
　クリーニングユニット22は、感光体ドラム１を回転可能に支持する枠体であるクリーニ
ング容器15に、帯電ローラ２が設けられている。さらに、クリーニングユニット22には、
クリーニング手段８であるクリーニングブレード８ｅなどが設けられている。クリーニン
グブレード８ｅは、感光体ドラム１に残留する現像剤を除去する。
【００６５】
　一方、現像手段４の枠体構成は、現像剤を収容するためのプロセスカートリッジ側現像
剤収容部としての受入側現像剤収容部16と、現像容器18とが超音波溶着等で結合されてい
る。現像ユニット23は、現像剤収容部16と現像剤容器18とを有する。尚、現像容器18は、
現像ローラ17を回転可能に支持している。新品のプロセスカートリッジ７には、現像剤収
容部16内に所定の量の現像剤が予め収容されている。この現像剤は、新品の現像剤補給カ
ートリッジ７を使用時に、現像剤補給カートリッジ９からの現像剤が充分に補給されるま
での画像形成に供される。
【００６６】
　現像容器18には、現像ローラ17の他に、現像ローラ17の周面に付着する現像剤の層厚を
規制するための現像ブレード19、及び、現像ローラ17に現像剤を補給するためのスポンジ
ローラである現像剤供給ローラ20などが設けられている。
【００６７】
　現像ユニット23はクリーニングユニット22に対して回動自在に支持されている。
【００６８】
　プロセスカートリッジ７（７ａ～７ｄ）が装置本体100ａに装着されている状態におい
て、現像ユニット23（現像剤収容部16）の上部には現像剤補給カートリッジ９（９ａ～９
ｄ）が装着されている。また、現像剤収容部16の上部には、補給カートリッジ９からの現
像剤を受け入れる現像剤受入開口16ａが配置されている。また、受入開口16ａの上部には
受入開口16ａの開閉を行う受入側シャッタ65が配置されている。シャッタ65は回転するこ
とによって、受入開口16ａを開閉する。これによって、シャッタ65は、現像剤を受け入れ
るための受入開口16ａを開放する現像剤受入許容位置と、受入開口16ａを閉じる現像剤受
入停止位置とを取り得る。そして、シャッタ65の上部には、プロセスカートリッジ７と現
像剤補給カートリッジ９を接続するためのシール部材67（発泡ウレタン、フェルト等で形
成されている）が配置されている。ここで、受入開口16ａは、補給カートリッジ９から現
像剤収容部16内へ現像剤を受け入れるものである。　装着部100ｂにはプロセスカートリ
ッジ7が、その上方には、装着部100ｃに補給カートリッジ９が取り外し可能に装着されて
いる（図1）。尚、プロセスカートリッジ7と補給カートリッジ９は、互いに独立して装置
本体100ａに着脱可能である。
【００６９】
　前記シール部材67は、補給カートリッジ９からプロセスカートリッジ７へ現像剤を補給
する際に、両者の接続部分から現像剤が漏れるのを防止している。但し、前記シール部材
67は、現像剤が漏れるのをより一層確実に防止するためのものであって、構成によっては
無くても良い。
【００７０】
　［現像剤補給カートリッジの構成］
　次に、図２及び図４を用いて、現像剤補給カートリッジ９の構成を説明する。
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【００７１】
　補給カートリッジ９は、現像剤を収容するための、補給側現像剤収容部33を有する。プ
ロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９が装置本体に100ａに装着された状態におい
て、現像剤収容部33の下部には、受入開口16ａに対応した現像剤補給開口34が設けてある
。この補給開口34から受入開口16ａを介して、現像剤収容部33内の現像剤をプロセスカー
トリッジ７へ補給する。具体的には、プロセスカートリッジ７の受入側現像剤収容部16内
へ現像剤が補給される。そして、補給開口34の上部には現像剤補給を行うためのスクリュ
ー38が配置されている。スクリュー38は、本体100ａからの駆動力を受けて回転する。こ
れにより、補給開口34に現像剤を搬送する。そして、補給開口34から受入開口16ａに現像
剤を順次補給する。
【００７２】
　また、現像剤収容部33内にはスクリュー38に現像剤を送る現像剤送り部材36（36ａ，36
ｂ）が設けられている。そして、軸部36ａに回転駆動力が与えられることによって、前記
軸部36ａに結合した現像剤搬送シート36ｂが回転する。これによって、搬送シート36ｂが
現像剤をスクリュー38に送る。
【００７３】
　また、補給開口34の下部には、開口34の開閉を行う補給側シャッタ35が配置されている
。このシャッタ35は回転することによって開口34を開閉する。即ち、シャッタ35は、現像
剤収容部33内の現像剤を受入開口を介してプロセスカートリッジ７内へ補給するための補
給開口34を開放する現像剤補給許容位置をとり得る。またシャッタ35は、補給開口34を閉
じる現像剤補給停止位置をとり得る。また、現像剤収容部33の下面には下方に向かって、
現像剤補給カートリッジ９が装置本体100ａに進入する進入方向から見て補給側連通口（
以下「Ｔ容器連通口」という）44ａの後端側に第一係合部材31ｂが配置されている。また
、先端側にも同様に第二係合部材31ａが配置されている。即ち、補給カートリッジ９を装
置本体100ａに進入させる進入方向において、補給開口34の上流側に第一係合部材31ｂが
配置されており、また、下流側に第二係合部材31ａが配置されている（図２、図６）。
【００７４】
　［現像剤補給カートリッジのシャッタ機構］
　次に、図６乃至図８、図17、図23、及び図26を用いて、本実施形態に係る補給カートリ
ッジ９のシャッタ機構の構成を説明する。
【００７５】
　図６は補給カートリッジ９のシャッタ35（補給側シャッタ部）（回転部材）付近の分解
斜視図である。図７(ａ)は補給側シャッタ35によって補給開口34が開放された状態を示す
図、図７(ｂ)は補給側シャッタ35によって補給開口34が閉じられている状態を示す図であ
る。また図７(ｃ)は受入側シャッタ65によって受入開口16ａが開放された状態を示す図、
図７(ｄ) は受入側シャッタ65によって受入開口16aが閉じられた状態を示す図である。図
８は補給側移動部材（補給側移動部）32とシャッタ35の結合状態を示す正面図である。図
26は補給カートリッジ９のトナーシールを巻き取る巻取り部の駆動構成を示す図である。
図17は前記巻取り部の構成を示す正面図である。図23はシャッタ35付近の斜視図である。
【００７６】
　　現像剤収容部33の下面９ｅにはＴハウジング44が固定されている。そして、Ｔハウジ
ング44には、上方にＴハウジング開口44ｄと下方にＴ容器連通口44ａとが配置されている
。現像剤収容部33内の現像剤は、開口44ｄと連通口44ａとを介してプロセスカートリッジ
７（現像剤収容部16）内へ補給される。また、開口44ｄと連通口44ａの間には補給側シャ
ッタ挿入部44ｂが設けられている。そして、挿入部44ｂでもってシャッタ35の円筒部35ａ
を回転自在に支持する。
【００７７】
　尚、下面とは、補給カートリッジ９が装置本体100ａに装着された状態で、下方を向い
た面である。
【００７８】



(27) JP 4378374 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

　シャッタ35は、基体となる円筒部35ａの側端から該円筒の軸線方向外方へ向って突出し
た連結部35ｃが設けられている。そして、シャッタ35には、連通口35ｂが円筒部35ａを貫
通するように対向して２箇所設けられている。尚、前記連通口35ｂは、前記軸線方向と交
差する方向で、かつ開口34と連通口44ａに対向する位置に設けられている。そして、シャ
ッタ挿入部44ｂの内周面に円筒部35ａの外周面を嵌合させる。これによって、シャッタ35
が現像剤収容部33に回転自在に設けられる。
【００７９】
　また、シャッタ挿入部44ｂの開口側には、補給側シャッタ挿入部蓋39が設けられている
。蓋39は両端に腕部39ｂを有する。そして、それぞれの腕部39ｂに設けた孔部39ｃが、Ｔ
ハウジング44の爪状の抜け止め部44ｃと係合する。これによって、蓋39はＴハウジング44
に固定される。これによって、Ｔハウジング44からシャッタ35が脱落するのを防止する。
【００８０】
　さらに、蓋39には開口39ａが設けられている。その開口39ａを通り、シャッタ35の連結
部35ｃが突出している。
【００８１】
　そして、蓋39から突出している連結部35ｃの先端部に、連動してシャッタ35を移動させ
る補給側移動部材（補給側移動部）32が固定されている。前記移動部材32は、シャッタ35
の先端に設けられた先端凹部35ｃ１に挿入される先端凸部32ａを有する。そして、凹部35
ｃ１に凸部32ａを圧入している。これによって、移動部材32は、シャッタ35に圧入固定さ
れている。そして、移動部材32は、シャッタ35と一体に回転可能となる。即ち、移動部材
32の回転と連動して、シャッタ35は回転する。
【００８２】
　また、移動部材32には、プロセスカートリッジ７を装置本体100ａに着脱する動作に伴
って、プロセスカートリッジ７から力を受けるための突起部32ｂ（32ｂ１，32ｂ２，32ｂ
３，32ｂ４）と凹部32ｃ（32ｃ１，32ｃ２，32ｃ３，32ｃ４）とが交互に設けられている
（図８参照）。
【００８３】
　次に、補給カートリッジ９のシャッタ（補給側シャッタ部）付近の組み立て方法および
動作について説明する。
【００８４】
　まず、Ｔハウジング44のシャッタ挿入部44ｂへシャッタ35を挿入する。そして、シャッ
タ挿入部44ｂの開口側から蓋39で蓋をする。そして、蓋39の孔部39ｃをＴハウジング44の
抜け止め部44ｃと係合させる。これによって、蓋39をＴハウジング44に固定する。その後
、前記移動部材32の先端凸部32ａを補給側シャッタ35の先端凹部35ｃ１に圧入する。そし
て、Tハウジング４４を現像剤収容部33にビス（図示せず）等によって取り付けられる。
【００８５】
　図７(ａ)は現像剤補給カートリッジ９とプロセスカートリッジ７が画像形成装置100に
装着された状態を示すシャッタ付近の断面図である。
【００８６】
　図７(ａ)において、互いのプロセスカートリッジ７，現像剤補給カートリッジ９が装着
された際には、補給開口34および開口44ｄと、連通口44ａが補給側シャッタ連通口35ｂと
対向する。従って、補給カートリッジ９からプロセスカートリッジ７へ現像剤の補給が可
能な開放状態となる。この状態で開口34および開口44ｄの上部にあるスクリュー38（図２
）が回転する。これにより、現像剤を開口34へ搬送する。そして、現像剤を補給開口34か
ら受入開口16ａへ落下させる。
【００８７】
　即ち、図７(ａ)に図示した状態は、シャッタ35が開口34を開放する現像剤補給許容位置
に位置する状態である。
【００８８】
　次に、図７(ｂ)は現像剤補給カートリッジ９とプロセスカートリッジ７のいずれか一方
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を画像形成装置本体100ａから取り出した状態を示すシャッタ付近の断面図である。
【００８９】
　即ち、図７(ｂ)に図示した状態は、シャッタ35が開口34を閉じる現像剤補給停止位置に
位置する状態である。
【００９０】
　この状態では、シャッタ35の円筒部35ａの非開口部35ｄ（連通口35ｂが設けられていな
い部分）が補給開口34と開口44ｄ、及び、連通口44ａと対向する。
【００９１】
　補給カートリッジ９あるいはプロセスカートリッジ７を装置本体100ａから取り出す際
には、プロセスカートリッジ７の受入側移動部材（受入側移動部）62（後述する）から補
給側移動部材32が力を受けて回転（移動）する。そして、移動部材32と連動してシャッタ
35は、現像剤補給が可能な状態（図７(ａ)）から現像剤の補給を停止する状態（図７(ｂ)
 ）へ矢印（Ｂ、Ｃ）（図７(ｂ) ）のいずれかの方向へ90度回転する。これにより、補給
カートリッジ９の開口44ｄと連通口44ａとが共に連通口35ｂと対向しなくなる。これによ
って、開口44ｄが閉じられて、プロセスカートリッジ７への現像剤の補給が停止される。
【００９２】
　つまり、補給カートリッジ９のシャッタの開閉はシャッタ35を90度毎に回転させること
により行う。
【００９３】
　なお、現像剤収容部33とＴハウジング44との間には、Ｔトナーシール120が設けられて
いる（図17）。Ｔトナーシール120の長手一端側120ａは補給開口34に固定されており、補
給開口34を封止している。そして、Ｔトナーシール120の他端側120ｂは、巻取り軸121の
円柱部121ａに固定されている。また、巻取り軸121は、円柱部121ａと一体に回転可能な
駆動力受け部121ｂを有する。
【００９４】
　そして、駆動力受け部121ｂは、補給カートリッジ９が装置本体100ａに装着された際に
、装置本体100ａに設けられたＴ本体カップリング151から駆動力を受けるＴ駆動力受カッ
プリング152を有する。そして、カップリング152のギア部152ａからアイドラギア153・15
4のギア列を介して駆動力を受ける（図26参照）。
【００９５】
　ここで、補給カートリッジ９が新品（未使用）のときは、トナーシール120によって補
給開口34は封止されていても良い。トナーシール120によって補給開口34が封止されてい
る構成の場合には、補給カートリッジ９を装置本体100ａに装着した状態で、巻取り軸121
が駆動力受け部121ｂを介して本体から駆動力を受けて矢印Ｄ方向へ回動する（図17）。
【００９６】
　これによって、巻取り軸121がトナーシール120を巻き取って補給開口34を開放する。そ
して、トナーシール120を除去した後に補給カートリッジ９を装置本体100ａから取り出す
際には、シャッタ35によって補給開口34を封止する。
【００９７】
　尚、補給カートリッジ９が新品であることは、補給カートリッジ９に設けられたメモリ
（不図示）の情報を装置本体100ａで認識することによって行う。
【００９８】
　なお、本実施形態では、現像剤補給カートリッジ９は補給側シャッタ35が設けられてい
る。そのために、必ずしもトナーシールを設けなくても補給開口34からの現像剤漏れは防
止することは可能である。しかしながら、前述のようにトナーシールを設ける構成の場合
には、現像剤補給カートリッジを運搬する時等に、現像剤が漏れることをより確実に防止
できる。
【００９９】
　また、本実施の形態では補給側シャッタ35と補給側移動部材32を別体化してある。しか
し、蓋39を用いずに、図27に示すように、補給側シャッタ（補給側シャッタ部）95に例え
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ばスナップフィット等の脱落防止部95ｅを設ける。これによって、シャッタ95がＴハウジ
ング96の穴96ｅと係合させて脱落を防止する。これにより、シャッタ95と補給側移動部95
ｆを一体化した構成にすることもできる。
【０１００】
　なお、図27における補給側シャッタ95は前述した補給側シャッタ35と対応し、Ｔハウジ
ング96はＴハウジング44と対応し、補給側移動部95ｆは補給側移動部材32と対応する。そ
して、連通口95ｂは連通口35ｂと対応し、非開口部95ｄは非開口部35ｄと対応する。また
、Ｔ容器連通口96ａはＴ容器連通口44ａと対応し、補給側シャッタ挿入部96ｂは補給側シ
ャッタ挿入部44ｂと対応し、Ｔハウジング開口96ｄはＴハウジング開口44ｄと対応する。
【０１０１】
　そして、更に、補給カートリッジ９は次の構成を有する。
【０１０２】
　補給カートリッジ９は、装置本体100ａに進入する進行方向において、補給開口34（補
給側移動部材32）に対して上流側に、固設された第一係合部材31ｂを有する。第一係合部
材31ｂは補給カートリッジ９が装置本体100ａへ進入する際であって、シャッタ35が補給
開口34を開放するのに先立って、規制部材68（後述する）を移動させる。これにより、規
制部材68による規制を解除する。そして、受入側移動部材62を移動可能状態とする。次い
で、移動部材62の有する受入側第一作用部62ｂ1，62ｂ3（後述する）と係合して、移動部
材62を回転させる。これにより、受入側シャッタ65を前記現像剤受入停止位置から前記現
像剤受入許容位置へ移動させる。
【０１０３】
　更に、現像剤補給カートリッジ９は、装置本体100から取り出される取り出し方向にお
いて、補給開口34（補給側移動部材32）に対して上流側に固設された第二係合部材31aを
有する。第二係合部材31aは、補給カートリッジ９が装置本体100から取り出される際であ
って、シャッタ35が補給開口34を閉じた後に、規制部材68と接触し、規制部材68を移動（
回転）させる。これにより、規制部材68による規制を解除する。そして、移動部材62を移
動可能状態とする。次いで、受入側移動部材62の有する受入側作用部とは異なった位置に
設けられた受入側作用部と係合して、受入側移動部材62を回転させる。これにより、シャ
ッタ65を前記現像剤受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ移動させる。
【０１０４】
　また、補給カートリッジ９が装置本体100ａに装着された状態で、補給側移動部材32は
、補給カートリッジ９の下面９ｅに対して垂直方向に配置されている。そして、移動部材
32は、下面９ｅと水平な軸線を中心にして回転可能である。
【０１０５】
　また、補給側シャッタ35は、補給カートリッジ９の下面９ｅと水平な軸線を中心にして
回転可能な円筒である。
【０１０６】
　そして、補給側シャッタ35は、前記円筒の長手方向に沿って設けられた円筒開口が前記
現像剤補給開口34と対向する。これによって、現像剤補給開口34を開放する。また、前記
円筒の前記円筒開口以外の部分が受入開口16ａと対向することによって補給開口34を閉じ
る。
【０１０７】
　更に、補給側移動部材32は補給側作用部を有し、前記補給側作用部である突起部（32ｂ
1、32ｂ2、32ｂ3，32ｂ4）と前記受入側作用部62ｂである突起部62ｂ１，62ｂ３（受入側
第一作用部）、突起部62ｂ２，62ｂ４（受入側第二作用部）とが係合して、回転力を受け
る。これによって、補給側シャッタ35を回転させる。
【０１０８】
　［プロセスカートリッジのシャッタ機構］
　図９及び図10、図18、図24、図25を用いて、本実施形態のプロセスカートリッジ７のシ
ャッタ機構について説明する。
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【０１０９】
　図９はプロセスカートリッジ７のシャッタ付近の分解斜視図である。図10は受入側移動
部材62と受入側シャッタ65（受入側シャッタ部）（回転部材）の結合状態を示す正面図で
ある。図18はプロセスカートリッジのトナーシールを巻き取る巻取り部の構成を示す正面
図である。図24は、プロセスカートリッジ７のシャッタ付近の斜視図である。図25は前記
巻取り部の駆動構成を示す図である。
【０１１０】
　図９に示す通り、プロセスカートリッジ７のシャッタ機構は補給カートリッジ９のシャ
ッタ機構と同様の構成を用いている。現像ハウジング45はＴハウジング44と対応する。ま
た、現像ハウジング開口45ｄはＴハウジング開口44ｄと対応する。また、現像容器連通口
45ａはＴ容器連通口44ａと対応する。そして、現像シャッタ挿入部45ｂは補給側シャッタ
挿入部44ｂと対応する。また、受入側シャッタ65は補給側シャッタ35と対応する。そして
、円筒部65ａは円筒部35ａと対応し、連結部65ｃは連結部35ｃと対応し、連通口（開口）
65ｂは連通口35ｂと対応し、非開口部65ｄは非開口部35ｄと対応する。また、蓋69は蓋39
と、腕部69ｂは腕部39ｂと、孔部69ｃは孔部39ｃと、開口部69ａは開口39ａと、先端凹部
65ｃ１は先端凹部35ｃ１と対応する。これら対応する部分の構成は現像剤補給カートリッ
ジ９の同様の部分と同じであるため詳細な説明は省略する。
【０１１１】
　次に、受入側移動部材62について説明する。
【０１１２】
　図10に示すように、シャッタ65の先端に固定された移動部材62はシャッタ65を移動する
ものである。即ち、シャッタ65は移動部材62の移動（回転）に連動する。移動部材62には
プロセスカートリッジ７を装置本体100ａに対して、着脱する動作に伴って補給カートリ
ッジ９へ回転力を与えるための突起部62ｂ（62ｂ１，62ｂ２，62ｂ３，62ｂ４）と凹部62
ｃ（62ｃ１，62ｃ２，62ｃ３，62ｃ４）が設けられている。突起部62ｂは、移動部材62の
回転方向に沿って配置されている。なお、突起部62ｂ２の中央には、凹部62ｄ１設けられ
ている。また、突起部62ｂ4の中央には、凹部62ｄ2設けられている。そして、突起部62ｂ
２，62ｂ４が移動部材32の突起部32ｂ（32ｂ1、32ｂ2、32ｂ3，32ｂ4）と係合可能である
。尚、突起部62ｂ１～62ｂ４は受入側作用部である。特に、突起部62ｂ１，62ｂ３は受入
側第一作用部、突起部62ｂ２，62ｂ４は受入側第二作用部である。ここで、凹部62ｄ１，
62ｄ２は、移動部材32と補給側移動部材32とが係合する際に、突起部32ｂと突起部62ｂ２
、62ｂ４との干渉を防止するために設けている。また、図10において、突起部62ｂ２、62
ｂ４の部分を一点鎖線で囲んで図示している。
【０１１３】
　さらに、現像剤収容部16には移動部材62の回転を規制するための規制部材68が設けられ
ている。規制部材68は現像剤収容部16に設けられたスライドレール71，72の爪部71ａ，72
ａによって、上下方向(矢印Ｅ方向)へスライド可能に設けられている。また、規制部材68
は現像剤収容部16と規制部材68の間に設けられた圧縮バネ70のバネ力（弾性力）により常
に上方に付勢されている。図10に示すように、このホームポジション（規制位置）では、
規制部材68に設けられた規制凹部68ａと移動部材62の突起部62ｂ（62ｂ１，62ｂ２，62ｂ
３，62ｂ４）とが順次係合できる構成となっている。これによって、移動部材62の回転が
規制される。即ち、突起部62ｂが凹部68ａと嵌合することによって、移動部材62の回転が
規制される。
【０１１４】
　尚、ハウジング45の最上面には、連通口45ａに対応した開口67ａを有するシール部材67
が配置されている。
【０１１５】
　次に、プロセスカートリッジ７のシャッタ付近の組み立て方法および動作について説
　明する。
【０１１６】
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　まず、ハウジング45のシャッタ挿入部45ｂへシャッタ65を挿入する。次に、シャッタ挿
入部45ｂの開口側から蓋69で蓋をする。そして、蓋69の孔部69ｃをハウジング45の抜け止
め部45ｃと係合させる。これによって、シャッタ65をハウジング45に固定する。その後、
移動部材62の先端凸部62ａをシャッタ65の先端凹部65ｃ１に圧入する。そして、規制部材
68を現像剤収容部16の外側からスライドレール71，72の爪部71ａ，72ａに嵌め込む。その
後、バネ70を規制部材68と現像剤収容部16との間に取り付ける。次にシール部材67をハウ
ジング45の連通口45ａ側に取り付ける。そして、現像ハウジング45をビス（図示せず）等
によって現像剤収容部16に固定する。
【０１１７】
　シャッタ65も、前述したシャッタ35と同様に開閉する。すなわち、受入側シャッタ65が
90度回転するごとに、プロセスカートリッジ７は現像剤補給カートリッジ９から現像剤受
入を可能な状態（現像剤受入許容位置）（図7（ｃ））と、現像剤受入不可能な閉鎖状態
（現像剤受入停止位置）（図7（ｄ））となる。
【０１１８】
　つまり、受入開口16ａの開閉は、受入側移動部材62を90度毎に回転させるのに連動させ
てシャッタ65を回転させることにより行う。
【０１１９】
　なお、補給カートリッジ９と同様に現像剤収容部16と現像ハウジング45との間には、Ｄ
トナーシール130が設けられている（図18）。Ｄトナーシール130の長手一端側130ａは現
像剤収容部16に固定されており、受入開口16ａを封止する。そして、前記Ｄトナーシール
130の他端側130ｂは、巻取り軸131の円柱部131ａに固定されている。また、円柱部131ａ
と一体に回動可能な駆動力受け部131ｂを有する。
【０１２０】
　そして、図25に示すように、プロセスカートリッジ７が装置本体100ａに装着された状
態で、現像駆動力受カップリング156は装置本体100に設けられた現像本体カップリング15
5から駆動力を受ける。そして、駆動力受け部131ｂは、カップリング156のギア部156ａか
らアイドラギア157・158・159のギア列を介して駆動力を受ける。
【０１２１】
　本実施の形態においては、プロセスカートリッジ７が新品（未使用）のときは、前述の
トナーシール130によって受入開口16ａが封止されていても良い。トナーシール130によっ
て受入開口16ａが封止されている構成の場合には、プロセスカートリッジ７を装置本体10
0ａに装着した状態で、巻取り軸131が駆動力受け部131ｂを介して本体から駆動力を受け
て矢印Ｆ方向へ回転する（図18）。
【０１２２】
　尚、プロセスカートリッジ７が新品であることは、プロセスカートリッジ７に設けられ
たメモリ（不図示）の情報を装置本体100ａで認識することによって行う。
【０１２３】
　巻取り軸131がトナーシール130を巻き取って受入開口16ａを開放する。プロセスカート
リッジ７を装置本体100ａから取り出す際に、シャッタ65によって受入開口16ａを封止す
る。
【０１２４】
　なお、プロセスカートリッジの場合も現像剤補給カートリッジと同様に、受入側シャッ
タ65が設けられている。そのために、必ずしもトナーシールを設けなくても現像剤受入開
口16ａからの現像剤の漏れは充分に防止できる。しかしながら、前述のようにトナーシー
ルを設ける構成の場合には、プロセスカートリッジを運搬する時等に、現像剤が漏れるこ
とをより確実に防止できる。
【０１２５】
　また、本実施の形態では受入側シャッタ65と受入側移動部材62を別体化してある。しか
し、図28に示すように、蓋69を用いずに、受入側シャッタ（受入側シャッタ部）97に例え
ばスナップフィット等の脱落防止部97ｅを設けて、シャッタ97が現像ハウジング98の穴98
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ｅと係合させて脱落を防止する。これによって、シャッタ97と受入側移動部97ｆを一体化
した構成にすることもできる。
【０１２６】
　なお、図28において、シャッタ97は前述したシャッタ65に対応し、移動部材97ｆは移動
部材62に対応し、現像ハウジング98は現像ハウジング45に対応する。そして、連通口97ｂ
は連通口65ｂに対応し、非開口部97ｄは非開口部65ｄに対応する。また、現像容器連通口
98ａは現像容器連通口45ａに対応し、現像シャッタ挿入部98ｂは現像シャッタ挿入部45ｂ
に対応し、現像ハウジング開口98ｄは現像ハウジング開口45ｄに対応する。よって、前述
した構成と、動作、機能は同じなので、説明は省略する。
【０１２７】
　［シャッタ部の駆動構成］
　次に、図11及び図12を用いて、補給カートリッジ９とプロセスカートリッジ７の着脱時
におけるシャッタ35とシャッタ65の開閉動作について説明する。
【０１２８】
　（現像剤補給カートリッジを装着する場合）
　図11を用いて、装置本体100ａにプロセスカートリッジ７が装着されている状態で、補
給カートリッジ９を装置本体100ａに装着する場合について説明する。尚、図11では動作
を分かり易くするため、現像剤収容部33と現像剤収容部16の図示は省略している。また、
シャッタ44と連通口45ｂ及びシャッタ65と連通口65ｂ及び第二係合部材31ａの係合部31ａ
１と第一係合部材31ｂの係合部31ｂ１を点線で示す。
【０１２９】
　補給カートリッジ９は、装置本体100ａに装着される前は、Ｔハウジング開口44ｄと連
通口44ａは共に補給側シャッタ35の連通口35ｂと対向しない向き（図７(ｂ)の状態）に位
置（現像剤受入停止位置）している。よって、プロセスカートリッジ７への現像剤の補給
が停止されている閉鎖状態である。
【０１３０】
　また、補給カートリッジ９が装置本体100ａから取り出された状態で、プロセスカート
リッジ７を装置本体100ａに装着しても、移動部材62はどこからも力を受けない。従って
、シャッタ65は回転しない。よってプロセスカートリッジ７は、現像剤受入が停止されて
いる閉鎖状態のままである。
【０１３１】
　また、規制部材68の規制凹部68ａと移動部材62の突起部62ｂ（62ｂ１もしくは62ｂ３）
とが係合した状態となっている。そのため、移動部材62は回動（移動）を規制された規制
状態となっている。
【０１３２】
　そして、操作者が、前述の被ガイド部42ａ，42ｂを本体レール101ａ，101ｂに乗せて補
給カートリッジ９を装置本体100ａ内へ進入させていく（図11(ｋ)の矢印Ａ方向）。
【０１３３】
　補給カートリッジ９を図11(ｊ)の位置まで進入させると、第二係合部材31ａの係合部31
ａ１が規制部材68のガイド面68ｂの斜面部68ｂ１と接触する。
【０１３４】
　そして更なる補給カートリッジ９の進入に伴って、図11(ｉ)に示すように、斜面部68ｂ
１が第一係合部材31ａ１にガイドされる。このため、押圧バネ70の弾性力によって上方の
規制位置に付勢されていた規制部材68が、弾性力に抗して、現像剤収容部16の設けられて
いる下方（図11(ｉ)の矢印Ｈ方向）の移動許容位置（回転許容位置）へ移動していく。
【０１３５】
　補給カートリッジ９の係合部31ａ１がガイド面68ｂの平面部68ｂ２に到達すると規制部
材68の規制凹部68ａと突起部62ｂ（図10中の62ｂ１もしくは62ｂ３）の係合が解除される
。これにより、移動部材62は回転を許容された状態となる（図11(ｈ)）。
【０１３６】
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　その後、係合部31ａ１が規制部材68の平面部68ｂ２を滑りながら移動する。そして、係
合部31ａ１が移動部材62の突起部６２ｂ（６２ｂ１もしくは６２ｂ３）と係合して移動部
材62を反時計回り（図11(ｇ)に示す）に回転させる。移動部材62の回転に伴って、それに
固定されている受入側シャッタ65も移動部材62と共に反時計回りに回転する。これにより
、シャッタ65の連通口65ｂが、現像ハウジング開口45ｄ及び連通口45ａと連通する。即ち
、シャッタ65が現像剤受入許容位置に位置（図７（ｃ））する。なお、凹部62ｃ（図10の
62ｃ１もしくは62ｃ３）は係合部31a1が突起部６２ｂ（６２ｂ１もしくは６２ｂ３）と係
合する際に進入する溝である。
【０１３７】
　係合部31ａ１と移動部材62の係合が解除される位置まで補給カートリッジ９が進むと、
シャッタ65が90°回転する。これによって、シャッタ65の回転が停止する。そして、連通
口65ｂが受入開口16ａと対向する向き（図７(ｃ)の状態）に位置する。そして、補給カー
トリッジ９からの現像剤受入が可能な開放状態となる（図11(ｆ)）。
【０１３８】
　図11(ｅ)～図11(ｄ)に示すように、補給カートリッジ９をさらに装置本体100ａ内部へ
進入させると、斜面部68ｂ３が係合部31ａ１にガイドされる。このため、規制部材68がバ
ネ70の弾勢力（バネ力）によって、現像剤収容部16に対して上方（図11(ｅ)の矢印Ｇ方向
）の規制位置へ移動していく。
【０１３９】
　そして、補給カートリッジ９の係合部31ａ１がガイド面68ｂの斜面部68ｂ３から離れる
。すると、規制部材68の規制凹部68ａに突起部62ｂ（図10の62ｂ２もしくは62ｂ４）が係
合する。そして、移動部材62は回動を規制された状態に戻る（図11(ｃ)）。
【０１４０】
　この状態から、さらに補給カートリッジ９を装置本体100ａ内部へ進入させる。これに
より、移動部材32の突起部32ｂ（図８の32ｂ１もしくは32ｂ３）および凹部32ｃ（図８の
32ｃ１もしくは32ｃ３）と移動部材62の突起部62ｂ（図10の62ｂ２もしくは62ｂ４）が係
合する。この時、移動部材62は規制部材68によって回転を規制されている。従って、移動
部材32は補給カートリッジ９の進入移動に伴って、移動部材62から力を受けて反時計回り
（図11(ｃ)の矢印Ｉ方向）に回転する。移動部材32の回転に伴って、それに固定されてい
るシャッタ35も移動部材32と共に反時計回りに回転する。そして、補給側シャッタ35の連
通口35ｂが、ハウジング開口44ｄ及び連通口44ａと連通する（図11(ｃ)～図11(ｂ)）。即
ち、補給カートリッジ９のシャッタ35が現像剤補給許容位置に位置する。
【０１４１】
　ここで、前述したプロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９の構成と動作について
まとめると共に、本体100ａに対する位置決め構成を以下に述べる。
【０１４２】
　プロセスカートリッジ７、及び、補給カートリッジ９は各々独立して装置本体100ａに
着脱可能である。
【０１４３】
　そしてプロセスカートリッジ７は、感光体ドラム１と、現像剤を用いて感光体ドラム１
に形成された静電潜像を現像するための現像ローラ17を有する。また、プロセスカートリ
ッジ７は、現像剤を受け入れるための現像剤受入開口16ａを開放する現像剤受入許容位置
と、受入開口16ａを閉じる現像剤受入停止位置とを取り得る受入側シャッタ65を有する。
また、プロセスカートリッジ７は、シャッタ65と連動して移動する受入側移動部材62であ
って、シャッタ65が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側
作用部62ｂ２および６２ｂ４を有する受入側移動部材62を有する。そして、プロセスカー
トリッジ７は、前記作用部62ｂ２もしくは６２ｂ４が前記作用位置に位置する状態におい
て移動部材62の移動を規制する規制部材68を有する（この状態を図11(ｅ)に示す）。ここ
で作用位置とは、作用部62ｂ２もしくは６２ｂ４が補給側移動部材32の有する突起部32ｂ
と係合して、補給側移動部材32、受入側移動部材62の相対的移動によって、補給側移動部
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材32を移動（回転）させる位置である。本実施形態では、作用位置においては、作用部62
ｂ２もしくは６２ｂ４が最上位置に位置している（図11(ａ)～(ｅ)）。
【０１４４】
　そして、補給カートリッジ９は、前記現像剤を収容する補給側現像剤収容部33を有する
。また、補給カートリッジ９は、現像剤収容部33内の現像剤を受入開口16ａを介してプロ
セスカートリッジ７内へ補給するためのＴハウジング開口44ｄと連通口44ａを連通させた
トナー補給許容位置と、Ｔハウジング開口44ｄおよび連通口44ａを閉じる現像剤補給停止
位置と、をとり得る補給側シャッタ35を有する。また、現像剤補給カートリッジ９は、前
記作用位置に位置する状態で移動を規制されている前記作用部62ｂ２が前記突起部32ｂと
係合する移動部材32を有する。そして移動部材32は、前記作用部62ｂ２もしくは６２ｂ４
が前記突起部32ｂと係合することにより、補給カートリッジ９が前記装置本体100ａ内へ
進入する際に移動して、シャッタ35を前記トナー補給停止位置から前記トナー補給許容位
置へ連動して移動する（図11(ｄ)→図11(ａ)）。
【０１４５】
　そして、更に補給カートリッジ９を装置本体100ａに進入すると、装置本体100ａ（図13
(ｂ)に示す）に設けられた本体支持軸103に、補給カートリッジ９の被位置決め部40が突
き当たる。尚、被位置決め部40は、補給カートリッジ９を装置本体100ａに進入させる進
入方向から見て、補給カートリッジ９の先端側の端面に設けられている。この位置で、シ
ャッタ35が90°回転する動作が終了し、補給カートリッジ９の装置本体100ａに対する装
着が完了する。この時、補給側シャッタ65の回転が停止する。そして、連通口65ｂがＴハ
ウジング開口45ｄ及び連通口45ａに対向する向き（図７(ｃ)の状態）に位置（現像剤補給
許容位置）する。そして、現像剤補給開口34が開放状態となり、プロセスカートリッジ７
へ現像剤を補給することが可能な状態となる（図11(ａ)）。
【０１４６】
　このように、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着されている状態で、カート
リッジ9を装置本体100ａに進入させる場合には、受入側移動部材62、受入側シャッタ65、
及び、規制部材65の構成は、次のとおりである。
【０１４７】
　まず、移動部材62は、シャッタ65が前記現像剤受入許容位置と前記現像剤受入停止位置
とをとり得るように、シャッタ65を連動して移動させる。そして、移動部材62は、シャッ
タ65が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側作用部（受入
側第二作用部）（突起部62ｂ２、62ｂ４）を有する。そして、規制部材65は、前記受入側
作用部が前記作用位置に位置する状態で移動部材62の移動（回転）を規制している。
【０１４８】
　そして、前述したとおり、カートリッジ9の移動部材32の構成は、次のとおりである。
移動部材32は、カートリッジ9が装置本体100ａ内へ進入する際に、前記作用位置に位置す
る状態で規制部材68によって移動を規制されている移動部材62の受入側作用部（突起部62
ｂ２、62ｂ４）との係合により移動（回転）する。そして、移動部材32は、シャッタ35を
前記現像剤補給停止位置から前記現像剤補給許容位置へ連動して移動させる。これによっ
て、シャッタ35は、補給開口34を開放する。
【０１４９】
　このように、本実施形態によれば、シャッタ65が前記現像剤受入許容位置に位置する状
態で作用位置に位置する前記受入側作用部を有する。そして、移動部材32は、前記受入側
作用部（突起部62ｂ２、62ｂ４）との係合により移動して、シャッタ35を前記現像剤補給
停止位置から前記現像剤補給許容位置へ移動させる。したがって、補給カートリッジ9を
装置本体100ａに進入させる場合に、シャッタ65が必ず前記現像剤受入許容位置に位置し
ている場合、即ち、受入開口16ａが開放している場合にしか、補給開口34は開放しない。
従って、受入開口16ａが閉じているにもかかわらず、補給開口34が開放してしまうことを
防止できる。よって、現像剤が補給開口34から漏れることを防止できる。
【０１５０】
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　また、本実施形態によれば、補給カートリッジ9を装置本体100ａに進入させる場合に、
プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着されていなければ、補給開口34が開放する
ことはない。
【０１５１】
　先に述べたように、補給カートリッジ９は装置本体100ａに設けられた本体レール（本
体側ガイド）101ａ，101ｂに被ガイド部42ａ，42ｂを乗せて着脱を行う。ここで、本体レ
ール101ａ、101ｂと被ガイド42ａ，42ｂとの間には挿入力を軽減し、かつ前述した補給カ
ートリッジ９の位置決めに支障をきたさない。そのため、本体支持軸103と被位置決め部4
0との嵌合よりも大きなクリアランスを設けている。
【０１５２】
　そして、断面方向で見て、移動部材32が配置されている側（図２の方向から見て左側）
の被ガイド42ｂをガイドする。そのために、本体レール101ｂは、補給カートリッジ９の
上下方向及び左方向へのズレを規制する。また、本体レール101ａは、現像剤補給カート
リッジ９の下方向及び右方向へのズレを規制している。
【０１５３】
　以下補給カートリッジ９と本体レール101について詳述する。図２(ｂ)に示す通り、被
ガイド部42ｂは、側面被規制部42ｂ３、上面被規制部42ｂ１及び下面被規制部42ｂ２を有
する。そして、前記現像剤補給カートリッジ９が前記装置本体100ａに進入する際に、前
記装置本体100ａが有する本体レール101ｂによって被規制部42ｂ３、被規制部42ｂ１及び
被規制部42ｂ２が規制される。即ち、被規制部42ｂ１は本体レール101ｂの有する上面規
制部101ｂ１によって上方への移動を規制される。また、下面被規制部42ｂ２は本体レー
ル101ｂの有する下面規制部101ｂ２によって下方への移動を規制される。同様に、側面被
規制部42ｂ３は本体レール101ｂの有する側面規制部101ｂ３によって側方への移動を規制
される。そして、移動部材32が移動部材62と係合して移動する状態で、被規制部42ｂ１が
規制部101ｂ１によって上方へ移動するのを規制される。したがって、移動部材32は移動
部材62と確実に係合して移動することができる。よって、補給側シャッタ35、及び、受入
側シャッタ65の開閉を確実に行うことができる。
【０１５４】
　ここで被ガイド部42ｂは、少なくとも、前述した補給側シャッタ35と、受入側シャッタ
65及び規制部材68の図11(ｋ)～図11(ａ)に示す動作中に、前記本体レール101ｂによって
ガイド可能となるように設定されている。
【０１５５】
　従って、上記の図11(ｋ)～図11(ａ)に示すように、シャッタ部材（35，65）と規制部材
68の動作中は、図２から見た方向（断面方向）では本体レール101ｂによって、現像剤補
給カートリッジ９の被ガイド部42ｂがガイドされる。そのため、現像剤補給カートリッジ
９とプロセスカートリッジ７の断面方向での相対位置関係を保つことができる。
【０１５６】
　（現像剤補給カートリッジを取り出す場合）
　プロセスカートリッジ７及び現像剤補給カートリッジ９が装着されている装置本体100
ａから補給カートリッジ９を取り外す場合には、上記説明とは逆の順序で動作する。即ち
、図11の(ａ)→(ｂ)→(ｃ)→(ｄ)→(ｅ)→(ｆ)→(ｇ)→(ｈ)→(ｉ)→(ｊ)→(ｋ)に示す工
程で動作する。従って前記工程で、補給側移動部材32、補給側シャッタ35、規制部材68、
受入側移動部材62、受入側シャッタ65がそれぞれ動作する。
【０１５７】
　まず、補給カートリッジ９は、前記現像剤を収容する現像剤収容部33を有する。また、
補給カートリッジ９は、現像剤収容部33内の現像剤を現像剤受入開口16ａを介してプロセ
スカートリッジ７内へ補給するための現像剤補給開口34を開放する現像剤補給許容位置と
、現像剤補給開口34を閉じる現像剤補給停止位置と、をとり得る補給側シャッタ35を有す
る。また、現像剤補給カートリッジ９は、前記作用位置に位置する状態で移動を規制され
ている前記作用部62ｂ２もしくは６２ｂ４が前記突起部32ｂと係合する補給側移動部材32
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（補給側移動部）を有する。そして移動部材32は、前記作用部62ｂ２が前記突起部32ｂと
係合することにより、補給カートリッジ９が前記装置本体100ａから取り出される移動に
伴って移動（回転）して、前記補給側シャッタ35を前記現像剤補給許容位置から前記現像
剤補給停止位置へ連動して移動する（図11(ａ)→(ｅ)）。
【０１５８】
　従って、補給カートリッジ９が外された後では、装置本体100ａ内に装着されているプ
ロセスカートリッジ７のシャッタ65は、補給カートリッジ９の装置本体100ａからの取り
出し動作によって連動して閉じられている。
【０１５９】
　従って、補給カートリッジ９が装置本体100ａに装着されていない状態でプロセスカー
トリッジ７を取り出しても，プロセスカートリッジ７の受入開口16ａのシャッタ65は閉じ
た状態を保つ。また、プロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９の両方が装置本体10
0ａに装着された状態から、補給カートリッジ９だけを装置本体100ａから取り出した場合
でも、シャッタ65は必ず開口16ａを閉じた状態を保つことができる。
【０１６０】
　このように、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着されている状態で、補給カ
ートリッジ9を装置本体100ａから取り出す場合には、移動部材62、シャッタ65、及び、規
制部材68の構成は、次のとおりである。
【０１６１】
　まず、移動部材62は、シャッタ65が現像剤受入許容位置と前記現像剤受入停止位置とを
とり得るように、受入側シャッタ65を連動して移動させる。また、移動部材62は、シャッ
タ65が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側作用部（受入
側第二作用部）（突起部62ｂ２、62ｂ４）を有する。そして、規制部材68は、作用部（突
起部62ｂ２、62ｂ４）が前記作用位置に位置する状態で移動部材62の移動を規制している
。
【０１６２】
　また前述したとおり、補給カートリッジ9の有する移動部材32は、補給カートリッジ9が
装置本体100ａから取り出される際に、前記作用位置に位置する状態で規制部材68によっ
て移動を規制されている移動部材62の前記受入側作用部（突起部62ｂ２、62ｂ４）との係
合により移動する。そして、移動部材32は、シャッタ35を前記現像剤補給許容位置から前
記現像剤補給停止位置へ連動して移動させる。
【０１６３】
　このように本実施形態によれば、移動部材32は、補給カートリッジ9を装置本体100ａか
ら取り出す際に、前記作用位置に位置する状態で規制部材68によって移動を規制されてい
る移動部材62の受入側作用部（受入側第二作用部）（突起部62ｂ２、62ｂ４）との係合に
より移動（回転）する。したがって、本実施形態によれば、補給カートリッジ9を装置本
体100ａから取り出す際に、補給開口34が閉じられた後に、受入開口16aを閉じる。よって
、補給カートリッジ9を装置本体100ａから取り出す際に、受入開口16ａが閉じられた後に
、補給開口34が閉じられることはない。よって、補給開口34から現像剤が漏れることを防
止できる。次に、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着されている状態で、補給
カートリッジ9を装置本体100ａに取り付ける、及び、装置本体100ａから取り出す場合に
は、移動部材62、シャッタ65、及び、規制部材68の構成は、次のとおりである。
【０１６４】
　まず、移動部材62は、シャッタ65が前記現像剤受入停止位置に位置する状態で作用位置
に位置する受入側第一作用部62b1又は62ｂ3と、受入側シャッタ65が前記現像剤受入許容
位置に位置する状態で前記作用位置に位置する受入側第二作用部62ｂ2又は62ｂ4とを有す
る。
【０１６５】
　そして、規制部材68は、第一作用部62b1又は62ｂ3又は第二作用部62ｂ2又は62ｂ4が前
記作用位置に位置する状態で移動部材62の回転を規制する。
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【０１６６】
　また、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着されている状態で、補給カートリ
ッジ9を装置本体100ａに取り付ける、及び、装置本体100ａから取り出す場合には、係合
部材（第二係合部材）31ａ、補給側移動部材32、及び、補給側シャッタ35の構成は次のと
おりである。
【０１６７】
　まず、係合部材（第二係合部材）31ａは、補給カートリッジ9が装置本体100ａへ進入す
る際に、補給シャッタ35が補給開口34を開放するのに先立って、第一作用部62b1又は62ｂ
3が前記作用位置に位置する状態で移動部材62の回転を規制している規制部材68と接触す
る。そして、係合部材31ａは、バネ70の弾性力に抗して規制部材68を下方へ移動させる。
これによって、規制部材68による規制を解除する。そして、係合部材31ａは、移動部材62
を移動可能状態とする。次いで、係合部材32ａは、第一作用部62b1又は62ｂ3と係合して
、移動部材62を回転させるのに連動して、シャッタ65を前記現像剤受入停止位置から前記
現像剤受入許容位置へ移動させる。即ち、受入開口16ａを開放する。
【０１６８】
　また、係合部材31ａは、補給カートリッジ9を装置本体100ａから取り出す際に、補給側
シャッタ35が補給開口34を閉じた後に、受入側第二作用部62ｂ2又は62ｂ4が前記作用位置
に位置する状態で移動部材62の回転を規制している規制部材68と接触して、前記弾性力に
抗して規制部材68を下方へ移動させる。これによって、規制部材68による規制を解除する
。そして、係合部材32ａは、移動部材62を移動可能状態とする。
【０１６９】
　次いで、係合部材32ａは、第二作用部62ｂ2又は62ｂ4と係合して、移動部材62を回転さ
せるのに連動して、シャッタ35を前記現像剤受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ
回転させる。即ち、受入開口16ａを閉じる。
【０１７０】
　ここで、係合部材（第二係合部材）31ａは、補給カートリッジ9が装置本体100ａへ進入
する進入方向において、補給開口34（補給側移動部材32）に対して下流側に固設されてい
る
　また、移動部材32は、補給カートリッジ9を装置本体100ａへ進入する際に、受入側シャ
ッタ65が受入開口16ａを開放した後に、第二作用部62ｂ2又は62ｂ4が前記作用位置に位置
する状態で規制部材68によって回転を規制されている移動部材62と係合して回転する。そ
して、補給側移動部材32は、その回転に連動して、補給側シャッタ35を前記現像剤補給停
止位置から前記現像剤補給許容位置へ移動させる。即ち、補給開口34を開放する。
【０１７１】
　また、移動部材32は、補給カートリッジ9を装置本体100ａから取り出す際に、受入側シ
ャッタ65が受入開口16ａを閉じるのに先立って、受入側第二作用部62ｂ2又は62ｂ4が前記
作用位置に位置する状態で規制部材68によって回転を規制されている移動部材62と係合し
て回転する。そして、移動部材32は、その回転に連動して、補給側シャッタ35を前記現像
剤補給許容位置から前記現像剤補給停止位置へ移動させる。即ち、補給開口34を閉じる。
【０１７２】
　本実施形態によれば、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着されている状態で
、補給カートリッジ9を装置本体100ａに着脱する際に、補給開口34から現像剤が漏れるこ
とを防止できる。また、前述した実施形態によって得られる各効果が得られる。
【０１７３】
　（プロセスカートリッジを装置本体に装着する場合）
　次に、補給カートリッジ９が装着されている装置本体100ａにプロセスカートリッジ７
を装着する場合について、図12を用いて説明する。
【０１７４】
　プロセスカートリッジ７は装置本体100ａに装着される前は、プロセスカートリッジ７
のハウジング開口45ｄと連通口45ａは共に連通口65ｂと対向しない向き（図７(ｄ)の状態
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）に位置（現像剤補給停止位置）している。即ち、シャッタ35が現像剤補給停止位置に位
置している。このため、受入開口16ａはシャッタ35によって、補給カートリッジ９からの
現像剤の受入が不可能な閉鎖状態となっている。また、規制部材68の規制凹部68ａは、移
動部材62の突起部62ｂ（62ｂ１もしくは62ｂ３）と係合する状態となっている。そのため
、移動部材62は回転（移動）を規制された規制状態となっている。
【０１７５】
　また、プロセスカートリッジ７が装置本体100ａから取り出された状態で補給カートリ
ッジ９を装置本体100ａに装着しても、移動部材32はどこからも力を受けない。よって、
シャッタ35は回転しない。従って補給開口34は、プロセスカートリッジ７への現像剤補給
が不可能な閉鎖状態となっている。即ち、シャッタ35は、現像剤補給停止位置に停止して
いる。
【０１７６】
　まず、前述した通り、被ガイド部43ａ、43ｂを本体レール102ａ、102ｂに乗せて、プロ
セスカートリッジ７を装置本体100ａ内へ進入させていく（図12(ｋ)の矢印Ａ方向）。
【０１７７】
　プロセスカートリッジ７が図12(ｊ)の位置まで進入すると、補給カートリッジ９の第一
係合部材31ｂの係合部31ｂ１が規制部材68のガイド面68ｂの斜面部68ｂ３と接触する。
【０１７８】
　そして、プロセスカートリッジ７の更なる進入に伴って、図12(ｉ)に示すように、斜面
部68ｂ３が係合部31ｂ１にガイドされる。このため、バネ70の弾勢力によって上方の規制
位置に付勢されていた規制部材68が前記弾勢力（バネ力）に抗して、現像剤収容部16の設
けられている下方（図12(ｉ)の矢印Ｈ方向）の許容位置へ移動していく。
【０１７９】
　そして、補給カートリッジ９の係合部31ｂ１がガイド面68ｂの平面部68ｂ２に到達する
と規制部材68の規制凹部68ａと突起部62ｂ（図10中の62ｂ１もしくは62ｂ３）との接触が
解除される。これにより、移動部材62は回転を許容された状態となる（図12(ｈ)）。
【０１８０】
　その後、係合部31ｂ１が規制部材68の平面部68ｂ２上を滑りながら移動し、移動部材62
の突起部６２ｂ（６２ｂ１もしくは６２ｂ３）と係合して移動部材62を時計回り（図12(
ｇ)に示す）に回転させる。移動部材62の回転に伴って、それに固定されているシャッタ6
5も移動部材62と共に時計回りに回転する。そして、シャッタ65の連通口65ｂが、ハウジ
ング開口45ｄ及び連通口45ａと対向し、連通する。なお、凹部62ｃ（図10の62ｃ１もしく
は62ｃ３）は係合部31ｂ1が突起部６２ｂ（６２ｂ１もしくは６２ｂ３）と係合する際に
進入する溝である。
【０１８１】
　更に、プロセスカートリッジ７が、係合部31ｂ１と移動部材62の係合が解除される位置
まで進むと、シャッタ65が90°回転する。これによって、シャッタ65の回転が停止する。
そして、連通口65ｂがハウジング開口45ｄ及び連通口45ａと対向する向き（図７(ｃ)の状
態）に位置（現像剤補給可能位置）する。そして、プロセスカートリッジ７の有するシャ
ッタ65は、補給カートリッジ９からの現像剤の受入が可能な開放状態となる（図12(ｆ)）
。
【０１８２】
　即ち、図12(ｅ)～図12(ｄ)に示すようにプロセスカートリッジ７をさらに装置本体100
ａ内へ進入させると、斜面部68ｂ１が係合部31ｂ１にガイドされる。このため、規制部材
68がバネ70の弾勢力（バネ力）によって、現像剤収容部16の上方（図12(ｅ)の矢印方向）
の規制位置へ移動していく。
【０１８３】
　補給カートリッジ９の係合部31ｂ１がガイド面68ｂの斜面部68ｂ１から離れると、規制
部材68の規制凹部68ａに突起部62ｂ（図10中の62ｂ２もしくは62ｂ４）が係合する。この
ため、移動部材62は回動を規制された状態に戻る（図12(ｄ)）。
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【０１８４】
　この状態から、さらにプロセスカートリッジ７を装置本体100ａ内へ進入させる。する
と、移動部材32の突起部32ｂ（図８の32ｂ１もしくは32ｂ３）および凹部32ｃ（図８中の
32ｃ２もしくは32ｃ４）と移動部材62の突起部62ｂ（図10中の62ｂ２もしくは62ｂ４）が
係合する。この時、移動部材62は規制部材68によって回転を規制されている。よって、移
動部材32は移動部材62から力を受けて時計回り（図12(ｃ)矢印Ｊ方向）に回転する。移動
部材32の回転に伴って、それに固定されているシャッタ35も移動部材32と共に時計回りに
回転する。すると、シャッタ35の連通口35ｂがＴハウジング開口44ｄ及び連通口44ａと対
向して連通する（図12(ｃ)～図12(ｂ)）。
【０１８５】
　そして、装置本体100ａに設けられた本体支持軸（不図示）にプロセスカートリッジ７
の被位置決め部が突き当たる。これによって、シャッタ35が90度回転する動作が終了する
。そして、プロセスカートリッジ７の装置本体100ａに対する装着が完了する。この時、
シャッタ35の回動が停止する。そして、連通口35ｂがＴハウジング開口44ｄおよび連通口
44ａと対向する向き（図７(ａ)の状態）に位置する。そして、補給開口34が開放状態とな
り、プロセスカートリッジ７へ現像剤補給が可能となる（図12(ａ)）。
【０１８６】
　ここで、プロセスカートリッジ７は次に記載する通りの受入側移動部材62を有する。
【０１８７】
　移動部材62は、現像剤補給停止位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側第一作
用部（突起部）62ｂ３、62ｂ１と、受入側シャッタ65が現像剤補給許容位置に位置する状
態で作用位置に位置する受入側第二作用部（突起部）62ｂ２、62ｂ４とを有する。そして
、移動部材62は、連動してシャッタ65を移動させる。そして、移動部材62は、第一作用部
62ｂ３、62ｂ１が前記第一作用位置に位置する状態で前記規制部材68によって移動を規制
されている。また、移動部材62は、プロセスカートリッジ７が装置本体100ａに進入する
際に、規制部材68が前記第一係合部材31ｂと接触することによって下方へ移動する。これ
によって移動部材62は前記規制部材68による規制を解除されて移動（回転）可能状態とな
る。次いで、移動部材62は、第一作用部62ｂ３、62ｂ１が第一係合部材31ｂと接触するこ
とによって移動するのに連動して受入側シャッタ65を前記現像剤補給許容位置へ移動する
。次いで、移動部材62は、第二作用部62ｂ２、62ｂ４が前記作用位置に位置する状態で規
制部材68により移動を規制されている。そして、移動部材62は、第二作用部62ｂ２、62ｂ
４が補給側移動部材32と係合して、補給側移動部材32が移動（回転）するのに連動して、
受入側シャッタ65を前記現像剤補給許容位置へ移動させる。
【０１８８】
　また、補給カートリッジ９が装置本体100ａに装着されている状態で、プロセスカート
リッジ７を装置本体100ａに装着する際に、補給カートリッジ９が有する第一係合部材31
ｂ及び移動部材32は次の構成を有する。
【０１８９】
　まず、第一係合部材31ｂは、プロセスカートリッジ７が装置本体100ａに進入する際に
、シャッタ65が現像剤補給停止位置に位置する状態で移動部材62の移動を規制している規
制部材68と接触する。そして規制部材68を下方へ移動する。これによって移動部材62は規
制部材68の規制を解除する。これによって移動部材62は移動（回転）可能状態となる。次
いで、第一係合部材31ｂは、移動部材62と接触して移動部材62を移動（回転）させるのに
連動して受入側シャッタ65を前記許容位置へ移動させる。
【０１９０】
　また、移動部材32は、前記作用位置に位置する状態で移動を規制されている移動部材62
の作用部62ｂ２、62ｂ４と係合する。これにより、移動部材32は、プロセスカートリッジ
７が装置本体100ａに進入する際に移動して、シャッタ35を前記現像剤補給停止位置から
前記現像剤補給許容位置へ連動して移動する。
【０１９１】
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　このように、補給カートリッジ9が装置本体100ａに装着されている状態で、プロセスカ
ートリッジ７を装置本体100ａに進入させる場合には、受入側移動部材62、及び、規制部
材68の構成は次のとおりである。
【０１９２】
　まず、移動部材62は、シャッタ65が現像剤受入停止位置に位置する状態で作用位置に位
置する受入側第一作用部62b1又は62ｂ3と、シャッタ65が前記現像剤受入許容位置に位置
する状態で前記作用位置に位置する受入側第二作用部62ｂ2又は62ｂ4とを有する。
【０１９３】
　また、規制部剤68は、受入側第一作用部62b1又は62ｂ3が前記作用位置に位置する状態
で、又は、前記受入側第二作用部62ｂ2又は62ｂ4が前記作用位置に位置する状態で移動部
材62の移動（回転）を規制する。
【０１９４】
　そして、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに進入する際に、規制部材68が係合部
材（第一係合部材）31ｂと接触することによって規制部材68による規制を解除されて移動
可能状態となる。次いで、第一作用部62b1又は62ｂ3が、係合部材31ｂと接触することに
よって移動（回転）するのに連動して、シャッタ65を前記現像剤受入許容位置へ移動させ
る。次いで、第二作用部62ｂ2又は62ｂ4が前記作用位置に位置する状態で、規制部材68に
より移動を再び規制される。そして、第二作用部62ｂ2又は62ｂ4が移動部材32と係合して
移動部材32が移動（回転）するのに連動して、補給側シャッタ35を前記現像剤補給許容位
置へ移動させる。即ち、補給開口34を開放する。
【０１９５】
　また、補給カートリッジ9が装置本体100ａに装着されている状態で、プロセスカートリ
ッジ７を装置本体100ａに進入させる場合には、係合部材（第一係合部材）31ｂ、補給側
移動部材32、及び、補給側シャッタ35の構成は次のとおりである。
【０１９６】
　まず、係合部材（第一係合部材）31ｂは、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに進
入する際に、第一作用部62b1又は62ｂ3が前記作用位置に位置する状態で移動部材62の移
動を規制している規制部材68と接触する。そして、規制部材68の規制を解除する。これに
よって、移動部材32を移動可能状態にする。次いで、係合部材31ｂは、第一作用部62b1又
は62ｂ3と接触して、移動部材32を移動させるのに連動してシャッタ65を前記現像剤受入
許容位置へ移動させる。即ち、受入開口16ａを開放する。
【０１９７】
　また、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに進入する際に、補給側移動部材32は、
係合部材31ｂがシャッタ65を前記現像剤受入許容位置へ移動させた後に、前記作用位置に
位置する状態で規制部材68によって移動を規制されている移動部材62の有する受入側第二
作用部62ｂ2又は62ｂ4との係合により移動（回転）する。そして、移動部材32は、シャッ
タ35を前記現像剤補給停止位置から前記現像剤補給許容位置へ連動して移動（回転）させ
る。これによって、補給開口34が開放する。
【０１９８】
　このように、本実施形態によれば、プロセスカートリッジ7を装置本体100ａに進入する
際に、第一作用部62b1又は62ｂ3が、係合部材31ｂと接触することによって移動（回転）
するのに連動して、シャッタ65を前記現像剤受入許容位置へ移動させる。次いで、
　第二作用部62ｂ2又は62ｂ4が移動部材32と係合する。そして、プロセスカートリッジ7
の進入に応じて移動部材32が移動（回転）するのに連動して、シャッタ35を前記現像剤補
給許容位置へ移動させる。即ち、補給開口34を開放する。
【０１９９】
　従って、本実施形態によれば、プロセスカートリッジ7を装置本体100ａに進入する際に
、受入開口16ａが必ず開放してから、補給開口34を開放する。よって、受入開口16ａが閉
じているにもかかわらず、補給開口34を開放することがない。従って、本実施形態によれ
ば、プロセスカートリッジ7を装置本体100ａに進入する際に、補給開口34から現像剤が漏



(41) JP 4378374 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

れることを防止できる。
【０２００】
　また、本実施形態によれば、プロセスカートリッジ7を装置本体100ａに進入する際に、
補給カートリッジ9が装置本体100ａに装着されていなければ、受入開口16ａを開放するこ
とがない。従って、補給カートリッジ9が装置本体100ａに装着されていないにもかかわら
ず、受入開口16ａを開放することがない。
【０２０１】
　（プロセスカートリッジを装置本体から取り出す場合）
　プロセスカートリッジ７及び現像剤補給カートリッジ９が装着されている装置本体100
ａからプロセスカートリッジ７を取り外す場合には、上記説明とは逆の順序で動作する。
即ち、図12の(ａ)→(ｂ)→(ｃ)→(ｄ)→(ｅ)→(ｆ)→(ｇ)→(ｈ)→(ｉ)→(ｊ)→(ｋ)の工
程で動作する。前記工程で、移動部材32，補給側シャッタ35、規制部材68、移動部材62、
及び、受入側シャッタ65がそれぞれ動作する。
【０２０２】
　前述したとおり、装置本体100ａに着脱可能なプロセスカートリッジ７は、受入側シャ
ッタ65を有する。シャッタ65は、現像ローラ17によって現像に用いられる現像剤を受け入
れるための受入開口16ａを開放する現像剤受入許容位置と、現像剤受入開口16ａを閉じる
現像剤受入停止位置とを取り得る。
【０２０３】
　さらに、シャッタ65が前記現像剤受入許容位置と前記現像剤受入停止位置とをとり得る
ように、シャッタ65と連動して回転する受入側移動部材62を有する。移動部材62は、シャ
ッタ65が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側作用部62ｂ
2又は62ｂ4を有する。さらに、作用部62ｂ2又は62ｂ4が前記作用位置に位置する状態にお
いて移動部材62の移動を規制する規制部材68を有する。
【０２０４】
　そして、上記装置本体に着脱可能であって、前記プロセスカートリッジ７に現像剤を補
給する現像剤補給カートリッジ９は、現像剤を収容する現像剤収容部16を有する。さらに
、補給側シャッタ35を有する。シャッタ35は、現像剤収容部16内の現像剤を受入開口16ａ
を介してプロセスカートリッジ内へ補給するための補給開口34を開放する現像剤補給許容
位置と、補給開口34を閉じる現像剤補給停止位置と、をとり得る。さらに、第一係合部材
（第一係合部材）31ｂを有する。第一係合部材31ｂは、プロセスカートリッジ７が装置本
体100に進入する際に、シャッタ65が前記現像剤受入停止位置に位置する状態で移動部材6
2の移動（回転）を規制している規制部材68と接触する。そして、規制部材68の規制を解
除して移動部材62を移動可能状態にする。次いで、第一係合部材31ｂは、移動部材62と接
触して移動部材62を移動させるのに連動してシャッタ65を前記現像剤受入許容位置へ移動
させる。さらに、補給側移動部材32を有する。移動部材32は、前記作用位置に位置する状
態で前記規制部材68によって移動を規制されている移動部材62の有する作用部62ｂ2又は6
2ｂ4との係合により、プロセスカートリッジ７が装置本体100に進入する際に移動（回転
）する。そして、移動部材32は、補給側シャッタ35を前記現像剤補給停止位置から前記現
像剤補給許容位置へ連動して移動（回転）させる。
【０２０５】
　即ち、受入側移動部材62は次の構成を有する。
【０２０６】
　移動部材62は、シャッタ65が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用位置に位置
する作用部（突起部）62ｂ２、62ｂ４を有する。また、移動部材62は、連動してシャッタ
65を移動させる。そして、移動部材62は、前記作用位置に位置する状態で規制部材68によ
って移動を規制されており、前記作用部62ｂ２が突起部32ｂと係合する。これにより、移
動部材62は前記プロセスカートリッジ７が装置本体100ａから取り出される際に移動して
、シャッタ35を前記現像剤補給停止位置へ移動させる。次いで、移動部材62は、規制部材
68が第一係合部材31ｂと接触することによって移動（回転）可能状態になる。そして、移
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動部材62は、作用部（突起部）62ｂ２、62ｂ４が第一係合部材31ｂと接触することにより
移動するのに連動して、シャッタ65を前記現像剤受入停止位置へ移動する。
【０２０７】
　従って、装置本体100ａからプロセスカートリッジ７が外された後は、装置本体100ａ内
に装着されている補給カートリッジ９の補給側シャッタ35は，プロセスカートリッジ７の
装置本体100ａからの取り出し動作によって閉じられる。
【０２０８】
　このように、補給カートリッジ9が装置本体100ａに装着されている状態で、プロセスカ
ートリッジ７を装置本体100ａから取り外す場合には、受入側移動部材62、受入側シャッ
タ65、及び、規制部材68の構成は次のとおりである。
【０２０９】
　まず受入側移動部材62は、シャッタ65が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で作用
位置に位置する受入側作用部62ｂ２、62ｂ４を有する。移動部材62は、シャッタ65が前記
現像剤受入許容位置と前記現像剤受入停止位置とをとり得るように、シャッタ65を連動し
て移動させる。そして、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａから取り出される際に、
前記作用位置に位置する状態で規制部材68によって移動を規制されている移動部材62の　
有する受入側作用部62ｂ２、62ｂ４が、補給側移動部材32と係合することにより移動部材
32を移動（回転）させる。そして、移動部材32は、補給側シャッタ35を前記現像剤補給停
止位置へ連動して移動させる。即ち、補給開口34を閉じる。次いで、移動部材62は、規制
部材68が係合部材（第一係合部材）35ｂと接触することによって、規制部材68による規制
を解除される。そして、移動部材62は、移動可能状態になる。次いで、移動部材62は、受
入側作用部62ｂ２、62ｂ４が係合部材（第一係合部材）35ｂと接触することにより移動す
るのに連動して、シャッタ65を前記現像剤受入停止位置へ移動させる。即ち、受入開口16
ａを閉じる。また、補給カートリッジ9が装置本体100ａに装着されている状態で、プロセ
スカートリッジ７を装置本体100ａから取り外す場合には、補給側移動部材32及び補給側
シャッタ35の構成は次のとおりである。
【０２１０】
　まず、移動部材32は、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａから取り出される際に、
シャッタ65が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で規制部材68によって移動（回転）
を規制されている移動部材62の有する作用部62ｂ２、62ｂ４との係合により移動（回転）
する。そして、移動部材32は、シャッタ35を前記現像剤補給許容位置から前記現像剤補給
停止位置へ連動して移動（回転）させる。即ち、補給開口34を閉じる。
【０２１１】
　このように、本実施形態によれば、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａから取り出
される際に、受入側作用部62ｂ２、62ｂ４が、移動部材32と係合することにより移動部材
32を移動（回転）させる。そして、移動部材32は、シャッタ35を前記現像剤補給停止位置
へ連動して移動させる。次いで、移動部材62は、作用部62ｂ２、62ｂ４が係合部材（第一
係合部材）31ｂと接触することにより移動するのに連動して、シャッタ65を前記現像剤受
入停止位置へ移動させる。即ち、受入開口16ａを閉じる。
【０２１２】
　従って、本実施形態によれば、プロセスカートリッジ7を装置本体100ａから取り出す際
に、必ず補給開口34が閉じた後に、受入開口16ａが閉じられる。従って、本実施形態によ
れば、補給開口34が開放したままの状態で、受入開口16ａが閉じられることはない。　
　よって、本実施形態によれば、プロセスカートリッジ7を装置本体100ａから取り出す際
に、現像剤が漏れることを防止できる。
【０２１３】
　次に、プロセスカートリッジ7が装置本体に装着された状態で、補給カートリッジ9を装
置本体100ａに着脱する場合、及び、補給カートリッジ9が装置本体に装着された状態で、
プロセスカートリッジ7を装置本体100ａに着脱する場合について説明する。
【０２１４】
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　プロセスカートリッジ7の有する受入側移動部材62、受入側シャッタ65、及び、規制部
材68の構成は、前述した、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着されている状態
で、補給カートリッジ9を装置本体100ａに着脱する場合と同じである。
【０２１５】
　また、補給カートリッジ9の有する、第一係合部材（係合部材）31ｂ、第二係合部材（
係合部材）32ｂ、及び、補給側移動部材32は次の構成を有する。
【０２１６】
　まず、第一係合部材（係合部材）31ｂは、次の構成である。
【０２１７】
　第一係合部材31ｂは、前記プロセスカートリッジが前記装置本体へ進入する際に、シャ
ッタ35が補給開口34を開放するのに先立って、受入側第一作用部62b1又は62ｂ3が前記作
用位置に位置する状態で移動部材62の回転を規制している規制部材68と接触する。そして
、第一係合部材31ｂは、バネ70の弾性力に抗して規制部材68を下方へ移動させる。これに
よって、移動部材62は規制部材68による規制を解除される。そして、移動部材62は移動可
能状態となる。次いで、第一係合部材31ｂは、第一作用部62b1又は62ｂ3と係合して、移
動部材62を回転させるのに連動して、シャッタ65を前記現像剤受入停止位置から前記現像
剤受入許容位置へ移動させる。即ち、受入開口16ａが開放する。
【０２１８】
　また、第一係合部材31ｂは、プロセスカートリッジ7を装置本体100ａから取り出す際に
、シャッタ65が受入開口16ａを閉じるのに先立って、受入側第二作用部62ｂ2又は62ｂ4が
前記作用位置に位置する状態で移動部材62の回転を規制している規制部材68と接触する。
そして、第一係合部材31ｂは、バネ70の弾性力に抗して規制部材68を下方へ移動させるこ
とによって前記規制部材68による規制を解除する。そして、移動部材62を移動可能状態と
する。次いで、第一係合部材31ｂは、受入側第二作用部62b2又は62ｂ4と係合して、移動
部材62を回転させるのに連動して、シャッタ65を前記現像剤受入許容位置から前記現像剤
受入停止位置へ回転させる。即ち、受入開口16ａを閉じる。
【０２１９】
　ここで、第一係合部材31ｂは、補給カートリッジ9が装置本体100ａへ進入する進入方向
において、補給開口16ａ（補給側移動部材32）に対して上流側に固設されている．
　次に、第二係合部材31ａについて説明する。
【０２２０】
　第二係合部材31ａは、補給カートリッジ9が装置本体100ａへ進入する際に、シャッタ35
が補給開口34を開放するのに先立って、受入側第一作用部62b1又は62ｂ3が前記作用位置
に位置する状態で移動部材62の回転を規制している規制部材68と接触する。そして、規制
部材68を前記弾性力に抗して下方へ移動させることによって規制部材68による規制を解除
する。これによって、第二係合部材31ｂは、受入側移動部材62を移動可能状態とする。次
いで、第二係合部材31ｂは、第一作用部62b1又は62ｂ3と係合して、移動部材62を回転さ
せるのに連動して、シャッタ65を前記現像剤受入停止位置から前記現像剤受入許容位置へ
移動させる、即ち、受入開口16ａを開放する。
【０２２１】
　また、第二係合部材31ａは、補給カートリッジ9を装置本体100ａから取り出す際に、シ
ャッタ35が補給開口34を閉じた後、第二作用部62ｂ2又は62ｂ4が前記作用位置に位置する
状態で、移動部材62の回転を規制している規制部材68と接触する。そして、バネ70の弾性
力に抗して規制部材68下方へ移動させる。これによって、規制部材68による規制を解除す
る。そして、移動部材62を移動可能状態とする。次いで、第二係合部材31ａは、第二作用
部62ｂ2又は62ｂ4と係合して、移動部材62を回転させるのに連動して、シャッタ65を前記
現像剤受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ回転させる。即ち、受入開口16ａを閉
じる。
【０２２２】
　ここで、第二係合部材31ａは、補給カートリッジが前記装置本体へ進入する進入方向に



(44) JP 4378374 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

おいて前記補給開口34（補給側移動部材32）に対して下流側に固設されている。
【０２２３】
　次に、補給側移動部材32について説明する。
【０２２４】
　まず、移動部材32は、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａへ進入する際に、第一係
合部材31ｂによってシャッタ65が受入開口16ａを開放した後に、第二作用部62ｂ2又は62
ｂ4が前記作用位置に位置する状態で規制部材68によって回転を規制されている移動部材6
2と係合して回転する。そして、移動部材32は、この回転に連動して、シャッタ35を前記
現像剤補給停止位置から前記現像剤補給許容位置へ移動させる。即ち、補給開口34を開放
する。
【０２２５】
　また、移動部材32は、プロセスカートリッジ7を装置本体100ａから取り出す際に、第一
係合部材31ｂによってシャッタ65が受入開口16ａを閉じるのに先立って、第二作用部62ｂ
2又は62ｂ4が前記作用位置に位置する状態で規制部材68によって回転を規制されている移
動部材62と係合して回転する。そして、移動部材32は、その回転に連動して、シャッタ35
を前記現像剤補給許容位置から前記現像剤補給停止位置へ移動させる。即ち、補給開口34
を閉じる。
【０２２６】
　また、移動部材32は、補給カートリッジ9が前記装置本体100ａへ進入する際に、第二係
合部材31ａによってシャッタ65が受入開口16ａを開放した後に、第二作用部62ｂ2又は62
ｂ4が前記作用位置に位置する状態で規制部材68によって回転を規制されている移動部材6
2と係合して回転する。そして、移動部材32は、この回転に連動して、シャッタ35を前記
現像剤補給停止位置から前記現像剤補給許容位置へ移動させる。即ち、補給開口34を開放
する。
【０２２７】
　また、移動部材32は、補給カートリッジ9を装置本体100ａから取り出す際に、第二係合
部材31ａによってシャッタ65が受入開口16ａを閉じるのに先立って、第二作用部62ｂ2又
は62ｂ4が前記作用位置に位置する状態で規制部材68によって回転を規制されている移動
部材62と係合して回転する。そして、移動部材32は、この回転に連動して、シャッタ35を
前記現像剤補給許容位置から前記現像剤補給停止位置へ移動させる。即ち、補給開口34を
閉じる。
【０２２８】
　次に、プロセスカートリッジ7が装置本体に装着された状態で、補給カートリッジ9を装
置本体100ａに進入させ場合、及び、補給カートリッジ9が装置本体に装着された状態で、
プロセスカートリッジ7を装置本体100ａに進入させる場合について説明する。
【０２２９】
　プロセスカートリッジ7の有する受入側移動部材62、及び、規制部材68の構成について
説明する。
【０２３０】
　移動部材62は、シャッタ65が現像剤受入許容位置と現像剤受入停止位置とをとり得るよ
うに、シャッタ65と連動して回転する。そして、移動部材62は、シャッタ65が前記現像剤
受入停止位置に位置する状態で作用位置に位置する受入側第一作用部62b1又は62ｂ3と、
シャッタ65が前記現像剤受入許容位置に位置する状態で前記作用位置に位置する受入側第
二作用部62b2又は62ｂ4とを有する。
【０２３１】
　また、規制部材68は、第一作用部62b1又は62ｂ3又は第二作用部62b2又は62ｂ4が前記作
用位置に位置する状態で移動部材62の回転を規制する。
【０２３２】
　次に、補給カートリッジ９の有する、第一係合部材31ｂ、第二係合部材31ａ、補給側移
動部材32の構成について説明する。
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【０２３３】
　第一係合部材31ｂは、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａへ進入する際に、シャッ
タ35が補給開口34を開放するのに先立って、第一作用部62b1又は62ｂ3が前記作用位置に
位置する状態で移動部材32の回転を規制している規制部材68と接触する。そして、第一係
合部材31ｂは、バネ70の弾性力に抗して規制部材68を下方へ移動させる。これによって、
規制部材68による規制を解除する。そして、移動部材32を移動可能状態とする。、次いで
、第一係合部材31ｂは、第一作用部62b1又は62ｂ3と係合して、移動部材32を回転させる
のに連動して、シャッタ65を前記現像剤受入停止位置から前記現像剤受入許容位置へ回転
させる。即ち、受入開口16ａを開放する。
【０２３４】
　第二係合部材31ａは、補給カートリッジ9が装置本体100ａへ進入する際に、シャッタ35
が補給開口34を開放するのに先立って、第一作用部62b1又は62ｂ3が前記作用位置に位置
する状態で移動部材62の回転を規制している規制部材68と接触する。そして、第二係合部
材31ａは、前記弾性力に抗して規制部材68を下方へ移動させる。これによって、規制部材
68による規制を解除する。そして、移動部材62を移動可能状態とする。次いで、第二係合
部材31ａは、第一作用部62b1又は62ｂ3と係合して、移動部材62を回転させるのに連動し
て、シャッタ65を前記現像剤受入停止位置から前記現像剤受入許容位置へ回転させる。こ
れによって、受入開口16ａを開放する。
【０２３５】
　また、補給側移動部32は、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａへ進入する際に、第
一係合部材31ｂによってシャッタ65が受入開口16ａを開放した後に、第二作用部62b2又は
62ｂ4が前記作用位置に位置する状態で規制部材68によって回転を規制されている移動部
材62と係合して回転する。そして、補給側移動部32は、この回転に連動して、シャッタ35
を前記現像剤補給停止位置から前記現像剤補給許容位置へ回転させる。即ち、補給開口34
を開放する。
【０２３６】
　従って、本実施形態によれば、前述した各実施形態と同様の効果を得ることができる。
【０２３７】
　プロセスカートリッジ7、及び、補給カートリッジ9が装置本体100ａに装着されている
状態で補給カートリッジ9を取り出す、或いは、プロセスカートリッジ7を取り出す構成に
ついて説明する。
【０２３８】
　プロセスカートリッジ7の有する受入側移動部材62、及び、規制部材68の構成は、前述
した構成と同じである。
【０２３９】
　次に、補給カートリッジ９の有する、第一係合部材31ｂ、第二係合部材31ａ、補給側移
動部材32の構成について説明する。
【０２４０】
　第一係合部材31ｂは、プロセスカートリッジ7を装置本体100ａから取り出す際に、シャ
ッタ35が補給開口34を閉じた後に、第二作用部62b2又は62ｂ4が前記作用位置に位置する
状態で前記移動部材62の回転を規制している規制部材68と接触する。そして、前記弾性力
に抗して規制部材68を下方へ移動させる。これによって、第一係合部材31ｂは、規制部材
68による規制を解除する。そして、移動部材62を移動可能状態とする。次いで、第一係合
部材31ｂは、第二作用部62b2又は62ｂ4と係合して、移動部材62を回転させるのに連動し
て、シャッタ65を前記現像剤受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ回転させる。即
ち、受入開口16ａを閉じる。
【０２４１】
　また、第二係合部材31ａは、補給カートリッジ9を装置本体100ａから取り出す際に、シ
ャッタ35が補給開口34を閉じた後に、第二作用部62b2又は62ｂ4が前記作用位置に位置す
る状態で移動部材62の回転を規制している規制部材68と接触する。そして、第二係合部材
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31ａは、規制部材68を前記弾性力に抗して下方へ移動させる。これによって、規制部材68
による規制を解除する。そして、移動部材62を移動可能状態とする。次いで、第二係合部
材31ａは、第二作用部62b2又は62ｂ4と係合して、移動部材62を回転させるのに連動して
、シャッタ65を前記現像剤受入許容位置から前記現像剤受入停止位置へ回転させる。即ち
、受入開口16ａを閉じる。
【０２４２】
　本実施形態によれば、前述した各実施形態と同様の効果が得られる。
【０２４３】
　尚、ここで、受入側移動部材62は、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着され
た状態で、プロセスカートリッジの上面に配置されている。また、移動部材62は、プロセ
スカートリッジ7の装置本体100ａに対する着脱方向に沿って回転するように、かつ、縦方
向に回転するように配置されている。即ち、移動部材62は、プロセスカートリッジ7の長
手方向と交差し、且つ、水平な軸線の回りに回転可能である。
【０２４４】
　また、シャッタ65は、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着された状態で、プ
ロセスカートリッジ7の上面に配置されている。また、回転部材としてのシャッタ65は円
筒形状である。そして、プロセスカートリッジ7の装置本体100ａに対する着脱方向に沿っ
て回転するように、かつ、縦方向に回転するように配置されている。即ち、シャッタ65は
、プロセスカートリッジ７の長手方向と交差し、かつ、水平な軸線の回りに回転する円筒
である。また、シャッタ65は、前記円筒の半径方向に連通する開口（連通口65ｂ）が設け
られており、前記開口が受入開口16ａと対向することによって受入開口16ａを開放する。
また、シャッタ65は、前記開口以外の部分が前記現像剤受入開口と対向することによって
受入開口16ａを閉じる。
【０２４５】
　尚、上面とは、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着された状態で、上方を向
いた面である。必ずしも、最上位の面を意味するものではない。
【０２４６】
　また、本実施形態では、受入側シャッタ65は円筒形状としたが、これに限定されるもの
ではない。例えば、シャッタ65は回転する回転部材であれば良く、例えば円柱であっても
良い。しかしながら、円筒形状は加工のし易さが優れている。尚、シャッタは、回転する
構成に限定されるものではなく、例えば、スライド移動する構成であっても良い（後述す
る第２実施形態で、スライド移動する構成について説明する）。
【０２４７】
　また、受入側第一作用部62ｂ1又は62ｂ3は、受入側移動部材62の周面に配置されている
突起部を有する。そして、前記突起部が、係合部材（第一係合部材31ｂ、第二係合部材31
ａ）と係合して回転力を受ける。これによって、受入側シャッタ65を回転させる。また、
受入側第二作用部62ｂ2又は62ｂ4は、移動部材62の周面に配置されている突起部を有する
。前記突起部が、移動部材32の有する補給側作用部32ｂ1、32ｂ2、32ｂ3、32ｂ4ｄの有す
る突起部と係合して回転力を与える。これによって、補給側シャッタ35を回転させる。
【０２４８】
　本実施形態によれば、突起部同士の係合であるから、力の伝達がより確実に行われる。
【０２４９】
　また、移動部材32は、補給カートリッジ9が装置本体100ａに装着された状態で、補給カ
ートリッジ9の下面に配置されている。そして、移動部材32は、補給カートリッジ9の装置
本体100ａに対する着脱方向に沿って回転するように、かつ、縦方向に回転するように配
置されている。即ち、移動部材32は、補給カートリッジ9の長手方向と交差し、且つ、水
平な軸線の回りに回転可能である。
【０２５０】
　また、シャッタ35は、補給カートリッジ9が装置本体100ａに装着された状態で、補給カ
ートリッジ9の下面に配置されている。また、回転部材としてのシャッタ35は円筒形状で
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ある。そして、補給カートリッジ9の装置本体100ａに対する着脱方向に沿って回転するよ
うに、かつ、縦方向に回転するように配置されている。即ち、シャッタ35は、プロセスカ
ートリッジ７の長手方向と交差し、かつ、水平な軸線の回りに回転する円筒である。また
、シャッタ65は、前記円筒の半径方向に連通する開口（連通口35ｂ）が設けられている。
そして、開口（連通口35ｂ）が補給開口34と対向することによって補給開口34を開放し、
開口（連通口35ｂ）以外の部分が補給開口34と対向することによって補給開口34を閉じる
。
【０２５１】
　尚、下面とは、補給カートリッジ9が装置本体100ａに装着された状態で、下方を向いた
面である。必ずしも、最下位の面を意味するものではない。
【０２５２】
　また、本実施形態では、シャッタ35は円筒形状としたが、これに限定されるものではな
い。例えば、回転する回転部材であれば良く、例えば円柱であっても良い。しかしながら
、円筒形状は加工のし易さが優れている。尚、シャッタ35は、回転する構成ではなくて、
スライド移動する構成であっても良い（後述する第２実施形態で、スライド移動する構成
について説明する）。
【０２５３】
　更に、移動部材32は補給側作用部32ｂ1、32ｂ2、32ｂ3、32ｂ4有する。そして、補給側
作用部32ｂ1、32ｂ2、32ｂ3、32ｂ4の有する突起部が、受入側作用部62ｂ2、62ｂ4の有す
る突起部と係合して、回転力を受ける。これによって、シャッタ35を回転させる。
【０２５４】
　　このように、突起部同士が係合することによって力の伝達が行われるので、力の伝達
がより確実に行われる。
【０２５５】
　また、前述したとおり、本実施形態では、シャッタ35、65は回転する円筒（回転部材）
である。そこで、本実施形態によれば、シャッタが平行移動する構成と比較して、現像剤
が付着する領域が少なくて済む。
【０２５６】
　尚、前述した作用位置とは次に述べる位置である。
【０２５７】
　作用位置とは、プロセスカートリッジ7が装置本体100ａに装着された状態で、受入側移
動部材62の受入側作用部（受入側第二作用部）62ｂ2、62ｂ4が、装置本体100ａに装着さ
れた状態の補給カートリッジ9の補給側移動部材32と向き合う位置である。本実施形態で
は、作用位置は、受入側移動部材62が回転する軌跡の内、最も上方に位置する。この作用
位置で、受入側作用部62ｂ2、62ｂ4が係合部材31ａ又は31ｂから力を受けて受入側移動部
材62を回転させる。或いは、この作用位置で、受入側作用部62ｂ2、62ｂ4が補給側移動部
材32に力を与えて補給側移動部材32を回転させる。
【０２５８】
　以上のように、プロセスカートリッジ７が装置本体100ａに装着されていない状態で現
像剤補給カートリッジ９を装着しても、現像剤補給開口34が閉じた状態を維持する。また
、両方のプロセスカートリッジ７、現像剤補給カートリッジ９が装置本体100ａに装着さ
れた状態で、プロセスカートリッジ７を取り出した場合でも、シャッタ35は現像剤補給開
口34を必ず閉じた状態を維持できる。
【０２５９】
　また、前述した各本実施形態にあっては、補給カートリッジ９とプロセスカートリッジ
７の着脱順を問わない。そして、補給側移動部材32、受入側移動部材62は、移動部材32お
よび移動部材62を縦方向（略垂直方向）に回動自在となっている。即ち、移動部材62は、
プロセスカートリッジ7が装置本体100aに装着された状態でプロセスカートリッジ7の長手
方向と交差し、水平な軸線の回りに回転可能である。また、同様に、移動部材32は、補給
カートリッジ9が装置本体100aに装着された状態で、補給カートリッジ9の長手方向と交差
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し、水平な軸線の回りに回転可能である。
【０２６０】
　尚、ここで、水平とは、地球の重力と直角に交わる方向のみを意味するものではない。
本実施形態においては、水平とは、水平方向に対して上方へ15度傾斜している、及び、下
方へ15度傾斜している範囲内である。移動部材32と移動部材62とが係合して、力の伝達を
行うことのできる範囲ならば良い。また、シャッタ35、65を回転できる範囲ならば良い。
【０２６１】
　これにより、従来の、横方向に回動自在な平坦な部材に補給口および封止部を設けた構
成と比較して、断面方向において現像剤補給開口およびシャッタの面積をより小さくする
ことが可能である。従って、プロセスカートリッジ７および現像剤補給カートリッジ９を
小型化でき、プロセスカートリッジ７および現像剤補給カートリッジ９を水平方向に４個
並べた場合に、画像形成装置100の設置面積を小さくすることも可能である。
【０２６２】
　また、プロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９の装置本体100ａに対する装着順
にかかわらず、プロセスカートリッジ７の受入開口16ａを開放した後、補給カートリッジ
９の補給開口34を開放する。このため、プロセスカートリッジ７（現像剤収容部16）内に
収容されている現像剤の上面を受入開口の近くまで上げることが出来る。よって、プロセ
スカートリッジ７の高さ方向での小型化が可能となる。即ち、装置本体100ａに補給カー
トリッジ９が装着されていない状態で、プロセスカートリッジ７を装置本体100ａへ装着
したとしても、受入開口16ａは開放することはない。従って、プロセスカートリッジ７を
装置本体100ａに装着した際の衝撃によって、現像剤が開口16ａから吹出すことない。よ
って、現像剤収容部16の上面７ｅの近くまで現像剤を収容することができる。
【０２６３】
　さらに、プロセスカートリッジ７および補給カートリッジ９の装置本体100ａに対する
装着順に関わらず、受入開口16ａを開放した後、補給開口34を開放する。従って、プロセ
スカートリッジ７、現像剤補給カートリッジ９を装置本体100ａに装着する際に、現像剤
が飛散するのを抑制できる。
【０２６４】
　また、プロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９の装置本体100ａに対する取り出
し順に関わらず、補給開口34を閉じた後、現像剤受入開口16ａを閉じる。従って、プロセ
スカートリッジ７、補給カートリッジ９を装置本体100ａから取り出す際に、現像剤が飛
散するを抑制できる。
【０２６５】
　また、前述したとおり、プロセスカートリッジ７の有する受入開口16ａは補給カートリ
ッジ９が装置本体100ａに装着されていない場合には開放されない。従って、補給カート
リッジ９が装置本体100ａに装着されていない状態で、プロセスカートリッジ７が装着さ
れた状態で放置されても、プロセスカートリッジ７内へ異物等の混入がない。
【０２６６】
　そして、プロセスカートリッジ７、及び補給カートリッジ９の装置本体100ａに対する
装着順を問わず、プロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９の装着動作に応じて補給
側シャッタ35、受入側シャッタ65を開放することが可能である。
【０２６７】
　さらに、プロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９の装置本体100ａに対する取り
出し順を問わず、プロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９の取り出し動作に応じて
補給側シャッタ35、受入側シャッタ65を閉じることが可能である。
【０２６８】
　従って、プロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９の装置本体100ａに対する装着
順を問わず、プロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９の装着動作に応じて、補給側
シャッタ35、受入側シャッタ65の開閉状態を切り換えることが可能である。
【０２６９】
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　つまり、操作者がプロセスカートリッジ７、及び補給カートリッジ９を装置本体100ａ
対して着脱する際に、着脱順を問わない。従って、操作者の煩わしさを解消し操作者の着
脱操作性を向上することができる。
【０２７０】
　また、受入側シャッタ65が受入開口16ａを開放した状態の場合のみ、カートリッジ側移
動部材62の突起部62ｂと補給側移動部材32の突起部32ｂおよび凹部32ｃとが係合可能であ
る。
【０２７１】
　従って、移動部材32、62が、プロセスカートリッジ７のシャッタが開放状態であること
を検知するための検知部も兼ねる。そのため、新たに検知機構を追加する必要がない。ま
た、操作者が誤ってプロセスカートリッジ７のシャッタ65を開放した状態でプロセスカー
トリッジ７を装置本体100へ装着した後に、補給カートリッジ９を装着したとしても、移
動部材32、62が係合しない。
【０２７２】
　このため、補給カートリッジ９の装着は不完全となる。これによって、操作者はプロセ
スカートリッジ７の装着が完全に行われていないことを認識することができる。
【０２７３】
　〔第２実施形態〕
　次に、図14乃至図16を参照して、第２実施形態に係るシャッタ機構について説明する。
第２実施形態は、シャッタ部が回転移動ではなくて、水平方向へスライド移動する構成で
ある。なお、本実施形態の現像剤補給カートリッジやプロセスカートリッジ等の基本構成
は前述した実施形態と同一であるため重複する説明は省略する。そして、ここでは本実施
形態の特徴となる現像剤補給カートリッジ及びプロセスカートリッジに用いられるシャッ
タ機構について説明する。また、前述した実施形態と同一機能を有する部材には同一符号
を付す。
【０２７４】
　図14は補給カートリッジ９のシャッタ付近の分解斜視図である。図15はプロセスカート
リッジ７のシャッタ付近の斜視図である。図16は補給カートリッジ９のシャッタ付近の動
作状態図である。
【０２７５】
　まず、本実施の形態における補給カートリッジ９のシャッタ構成を説明する。
【０２７６】
　図14に示すように、プロセスカートリッジ７、補給カートリッジ９が装置本体100ａに
装着された状態で、補給カートリッジ９の現像剤収容部33の下面にはＴハウジング46が固
定されている。そして、Ｔハウジング46にはプロセスカートリッジ７の受入開口16ａに対
応したＴハウジング開口46ａが設けられている。また、Ｔハウジング開口46ａの両端には
溝部46ｂ、46ｃとストッパ部46ｄが設けられている。そして、Ｔハウジング開口46ａの下
部には補給側シャッタ82が配置されている。
【０２７７】
　この補給側シャッタ82は、Ｔハウジング開口46ａを開閉するシャッタ部（補給側シャッ
タ部）82ａと、プロセスカートリッジ７と係合して開閉力を得るための補給側移動部82ｂ
とを有する。シャッタ部82ａには補給側シャッタ連通口82ｃと被係合部82ｄ、82ｅ及び爪
部82ｆが設けられている。一方、補給側移動部82ｂには斜面と平面部とで構成されるガイ
ド溝82ｂ１が設けられている。
【０２７８】
　補給カートリッジ９のシャッタ付近の組み立て方法について説明する。
【０２７９】
　まず、Ｔハウジング46の溝部46ｂ、46ｃに、補給側シャッタ82の被係合部82ｄ、82ｅを
合わせる。そして、補給側シャッタ82の爪部82ｆがストッパ部46ｄを乗り越えるところま
で挿入する。これにより、シャッタ82は被係合部82ｄ、82ｅ、及び溝部46ｂ・46ｃによっ
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て、水平方向にスライド可能に保持される。また、爪部82ｆとストッパ部46ｄによりシャ
ッタ82が補給カートリッジ９から脱落するのを防止する。そして、シャッタ82のスライド
移動に伴って、補給側シャッタ連通口85とＴハウジング開口46ａとが対向した位置では、
補給カートリッジ９から現像剤が補給可能となる。
【０２８０】
　次に、本実施の形態におけるプロセスカートリッジ７のシャッタ構成を説明する。
【０２８１】
　本実施の形態に用いられる受入側移動部材（受入側移動部）90には、図15に示すように
突起形状の作用部90ａ、90ｂが設けられている。作用部90ａ、90ｂは受入側シャッタ（受
入側シャッタ部）65が、現像ハウジング80の現像剤受入開口80ａへ現像剤の受入が可能な
開放状態では、図15に示すように補給カートリッジ９と対向する向きに位置（現像剤補給
許容位置）する。シャッタ付近の他の構成については、第１実施形態で説明した構成と同
様のため、説明は省略する。
【０２８２】
　続いて、補給カートリッジ９が装着されている装置本体100ａにプロセスカートリッジ
７を装着する場合について、図16を用いて説明する。
【０２８３】
　プロセスカートリッジ７の装着過程において、途中までは第１実施形態と同様である。
すなわち、移動部材90が移動して、受入開口80ａが現像剤を受入可能な開放状態になった
後、移動部材90が規制部材68によって回動を規制された規制状態となるまでは第１実施形
態と同様である。そのため説明を省略する。前述したように、受入開口80ａが現像剤受入
可能な開放状態にあるとき、移動部材90に設けられた作用部90ａもしくは90ｂは補給カー
トリッジ９と対向する向きに位置（現像剤補給停止位置）（図16参照）している。
【０２８４】
　この場合、現像剤補給カートリッジ９のＴハウジング開口46ａは連通口82ｃと対向した
位置にないので、現像剤の補給が不可能な閉鎖状態にある。この状態からプロセスカート
リッジ７をさらに装置本体100ａの奥へ進入させる。すると、作用部90ａもしくは作用部9
0ｂは矢印Ｋ方向（図16(ａ)）へ移動する。そして、作用部90ａもしくは作用部90ｂとガ
イド溝82ｂ１とが係合する。
【０２８５】
　プロセスカートリッジ７をさらに装置本体100ａ内へ進入させると、作用部90ａもしく
は作用部90ｂがガイド溝82ｂ１に設けられた斜面部82ｂ３と平面部82ｂ２によってガイド
される。このため、溝部46ｂと溝部46ｃとによってスライド可能に保持されている補給側
シャッタ82が矢印Ｌ方向（図16(ｂ)）へ移動する。即ち、シャッタ82が水平方向へ移動す
る。
【０２８６】
　プロセスカートリッジ７が、装着を完了した位置（図16(ｂ)に示す）に達する。すると
、作用部90ａもしくは作用部90ｂがガイド溝82ｂ１の平面部82ｂ２に保持され、補給側シ
ャッタ82の連通口82ｃとＴハウジング開口46ａとが対向した位置となる。このため、Ｔハ
ウジング開口46ａは、補給カートリッジ９からプロセスカートリッジ７へ現像剤の補給が
可能な開放状態となる。
【０２８７】
　プロセスカートリッジ７、及び補給カートリッジ９が装着されている装置本体100ａか
らプロセスカートリッジ７を取り外す場合には、前記説明とは逆の順序で補給側シャッタ
82、規制部材68、移動部材90、及び、受入側シャッタ65がそれぞれ動作する。
【０２８８】
　従って、プロセスカートリッジ７が装着されていない状態では、装置本体100ａ内に装
着されている補給カートリッジ９のハウジング開口46ａと連通口82ｃは対向しない位置に
位置している。このため、ハウジング開口46ａは、プロセスカートリッジ７への現像剤の
補給が不可能な閉鎖状態である。
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【０２８９】
　なお、プロセスカートリッジ７が装着されている装置本体100ａに補給カートリッジ９
を装着する場合、及び、補給カートリッジ９とプロセスカートリッジ７が装着されている
装置本体100から補給カートリッジ９を取り外す場合も動作は同じなので説明は省略する
。
【０２９０】
　本実施形態にあっても前述した第１実施形態で述べたものと同様に、省スペース化・ト
ナー飛散の抑制等について同じ効果が得られる。
【０２９１】
　本実施形態においては、補給側シャッタ82がシャッタ部82ａと移動部82ｂを一体化した
構成について述べた。しかしながら、本実施の形態では、補給側シャッタ82がハウジング
開口を開閉する補給側シャッタとプロセスカートリッジの作用部から力を受ける補給側移
動部材とに別体化した構成であっても良い。
【０２９２】
　このように、本実施の形態では、シャッタ82が水平方向へスライド移動する。これによ
って、補給開口34を開閉することができる。
【０２９３】
　〔第３実施形態〕
　以下に、図19～図22を用いて、本発明を適用可能な補給カートリッジ９及びプロセスカ
ートリッジ７に用いられるシャッタ機構の第三の実施形態について説明する。この第三の
実施形態は、アウターカバーを設けた例である。
【０２９４】
　図19は補給カートリッジ９の補給側移動部材に作用するストッパ構成の斜視図である。
図20は補給カートリッジ９のストッパ付近の動作状態図である。図21は補給カートリッジ
９のアウターカバー構成の斜視図である。図22は現像剤補給カートリッジ９のアウターカ
バー付近の動作状態図である。
【０２９５】
　本実施の形態においては、プロセスカートリッジ７のシャッタ構成および補給カートリ
ッジ９のシャッタ構成は前述した実施形態１と同様の構成なので説明を省略する。
【０２９６】
　[補給カートリッジの補給側移動部材のストッパ構成]
　補給カートリッジ９の移動部材32の移動規制（ストッパ）を行う構成について図19を用
いて説明する。
【０２９７】
　現像剤収容部33には移動部材32の移動を規制するためのＴ規制部材140とＴ規制解除部
材141が配置される。
【０２９８】
　規制部材140は現像剤収容部33に設けられたスライドレール142，143の爪部142ａ，143
ａによって上下方向（矢印Ｍ方向）へスライド可能に保持されている。
【０２９９】
　そして、解除部材141は、解除部材141の穴部141ａが現像剤収容部33に設けられた軸部1
44と脱落防止部材147によって回動可能に支持される。さらに、解除部材141には規制部材
140の係合軸140ａと係合する係合穴141ｂが設けられている。また、解除部材141の回動中
心となる穴部141ａを挟んで係合穴141ｂの反対側には、装置本体100から駆動力を受ける
力受軸部141ｃが設けられている。この駆動力によって、解除部材141を回動させる。
【０３００】
　そして、現像剤収容部33と解除部材141との間に設けられたコイルバネ145の弾性力によ
り、解除部材141が時計周りの方向（図19矢印Ｎ方向）へ付勢される。この付勢力により
、解除部材141と係合する規制部材140は常に下方に付勢される。
【０３０１】
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　このホームポジション状態（規制位置）では、規制部材140に設けられた規制凹部140ｂ
と移動部材32の突起部32ｂ（32ｂ１，32ｂ３）とが係合する。これにより、移動部材32の
移動が規制される。
【０３０２】
　[補給側移動部材のストッパの動作説明]
　図20を用いて、補給カートリッジ９を装置本体100に進入する際の規制部材140の動作に
ついて説明する。
【０３０３】
　前述のように、補給カートリッジ９が装置本体100に装着されていない場合には、凹部1
40ｂが、移動部材32の突起部32ｂ（32ｂ１，32ｂ３）と係合した状態となっている。その
ため、移動部材32の移動は規制されている。
【０３０４】
　従って、操作者が誤って移動部材32に触れたり、物流過程において補給カートリッジ９
に振動が加わったりしても、移動部材32が移動しない。
【０３０５】
　次に補給カートリッジ９を前述の装置本体100ａに設けた本体レール101ａ、101ｂに乗
せて装置本体100ａ内へ進入する（補給カートリッジ９は矢印Ａ方向（図20(ａ)）へ移動
する）。
【０３０６】
　補給カートリッジ９を図20(ｂ)の位置まで挿入すると、解除部材141の力受軸部141ｃが
本体レール101ａのガイド146の斜面部146ａと接触する。
【０３０７】
　そして、補給カートリッジ９の進入に伴って、軸部141ｃが斜面部146ａにガイドされる
。これによって、解除部材141が、弾性力（バネ力）に抗して、反時計回りの方向（図20(
ｂ)矢印Ｐ方向）へ移動する。尚、解除部材141は、コイルバネ145の弾性力によって時計
回りの方向へ付勢されている。この移動により、下方の規制位置に位置していた規制部材
140が現像剤収納部33内で上方（図20(ｂ)の矢印Ｑ方向）の許容位置へ移動していく。
【０３０８】
　さらに補給カートリッジ９を進入し、軸部141ｃがガイド面146の平面部146ｂに到達す
ると、凹部140ｂと突起部32ｂ（図６中の32ｂ１もしくは32ｂ３）の係合が解除される。
そして、移動部材32は回転を許容された状態となる（図20(ｃ)）。
【０３０９】
　この状態で前述の移動部材32を移動させていくと連通口44ａが開放される。そして、補
給カートリッジ９からプロセスカートリッジ７へ現像剤の補給が可能となる。
【０３１０】
　従って、規制部材140による移動部材32の移動の規制を解除する動作は、移動部材32の
移動による連通口44ａの開放よりも前に実施されるように、長手方向で本体レール101の
ガイド面146（146ａ，146ｂ）は配置されている。このため、規制部材はシャッタ部82ａ
の開閉動作を妨げることがなく、使用時以外での移動部材32の移動を規制することができ
る。
【０３１１】
　 [補給カートリッジのＴアウターカバーの構成]
　図21に示すように、補給カートリッジ９のハウジング44の下面にはＴアウターカバー14
8が配置されている。カバー148は、ハウジング44の連通口44ａを覆うカバー部148ａと、
現像剤収容部33の軸部149に支持される軸穴148ｂを有する。また、カバー148は、プロセ
スカートリッジ７の現像ハウジング45またはシール部材67と接触してカバー148を連通口4
4ａから退避させる被押圧面148ｃ１，148ｃ２を有する。
【０３１２】
　また、カバー148は、軸部149と実質的には同軸線上に配置されたコイルバネ150によっ
て、外部から力を受けない状態では連通口44ａを覆う位置に配置されている。
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【０３１３】
　[Ｔアウターカバー部の駆動構成]
　補給カートリッジ９もしくはプロセスカートリッジ７のいずれか一方のみが装置本体10
0ａに装着された状態で、他方のカートリッジを装着する過程におけるカバー148の退避動
作について、図22を用いて説明する。
【０３１４】
　まず、プロセスカートリッジ７が先に装着された装置本体100ａに、後から補給カート
リッジ９を装着する場合について説明する。
【０３１５】
　補給カートリッジ９を装置本体100に設けた本体レール101ａ、101ｂに乗せて図中矢印
Ａ方向へ挿入する（図22(ａ)）。
【０３１６】
　補給カートリッジ９を図22(ｂ)の位置まで挿入すると、カバー148の被押圧面148ｃ１が
図22(ｂ)中において二点鎖線で示す、プロセスカートリッジ７のシール部材67と接触する
。
【０３１７】
　そして、補給カートリッジ９の進入に伴って、押圧面148ｃ１がシール部材67によって
押圧される。これによって、コイルバネ150によって連通口44ａを覆う位置に配置されて
いたカバー148がバネ力に抗して、時計回りの方向（図中Ｒ方向）へ移動する。
【０３１８】
　さらに補給カートリッジ９の装置本体100への装着が完了する前には、カバー148が連通
口44ａから退避した状態となる。従って補給カートリッジ９から現像剤の補給が可能な状
態となる（図22(ｃ)）。
【０３１９】
　そして、プロセスカートリッジ７および補給カートリッジ９が装着されている装置本体
100ａから補給カートリッジ９を取り外す場合には、上記説明とは逆の順序（図22(ｃ)→
図22(ｂ)→図22(ａ)）でカバー148が動作する。
【０３２０】
　従って、補給カートリッジ９が取り外された際にはコイルバネ150の付勢力によってカ
バー148が連通口44ａを覆う位置に戻る。
【０３２１】
　次に、プロセスカートリッジ７および補給カートリッジ９が装着されている装置本体10
0ａからプロセスカートリッジ７を取り外す場合について説明する。
【０３２２】
　プロセスカートリッジ７は矢印Ｓ方向（図22(ｄ)）へ移動していく。プロセスカートリ
ッジ７を取り外す過程で被押圧面148ｃ１がシール部材67によって押圧されている間は、
カバー148が連通口34ａから退避した状態のままである（図22(ｄ)）。
【０３２３】
　その後、さらにプロセスカートリッジ７を取り外す方向へ引き出して、シール部材67と
被押圧面148ｃ１が接触しない位置に達すると、コイルバネ150の付勢力によって、カバー
148が連通口34ａ覆う位置に戻る。
【０３２４】
　従って、補給カートリッジ９が取り外された際には、コイルバネ150の付勢力によって
、カバー148が連通口44ａを覆う位置に戻る（図22(ｅ)）。
【０３２５】
　つまり、どちらのカートリッジ７・９を先に抜いても、一方のカートリッジが抜かれて
いく過程でＴアウターカバー148が連通口34ａ44ａを覆うように構成されている。
【０３２６】
　また、前述とは反対に、補給カートリッジ９が先に装着されている装置本体100に、後
からプロセスカートリッジ９を装着する場合には、被押圧面148ｃ２をシール部材67が押



(54) JP 4378374 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

圧する。これにより、前述と同様にコイルバネ150によって連通口44ａを覆う位置に配置
されていたカバー148が弾性力（バネ力）に抗して移動する。そして、カバー148が連通口
44ａから退避した状態となる。
【０３２７】
　このように構成することによって、現像剤を補給する部分は使用状態以外では常にカバ
ー148によって覆われる。従って、補給カートリッジ９を装置本体100ａに着脱する際、操
作者にとって見にくい、補給カートリッジ９の下面部に設けられた現像剤の補給部分に操
作者が不用意に触れることを防止する。
【０３２８】
　なお、プロセスカートリッジ７が装着されている装置本体100ａにカートリッジ９を装
着する場合や、カートリッジ９とプロセスカートリッジ７が装着されている装置本体100
ａから補給カートリッジ９を取り外す場合も動作は同じなので説明は省略する。
【０３２９】
　本実施形態にあっても、前述した第１実施形態で述べたものと同様に、省スペース化、
現像剤の飛散を抑制する等の効果が得られる。
【０３３０】
　なお、前述した各実施形態においては、補給カートリッジ及びプロセスカートリッジを
各々４個用いるカラー電子写真画像形成装置を例に挙げて説明した。しかしながら、本発
明はこれに限定されることはない。例えば、単色の電子写真画像形成装置に用いられる現
像剤補給カートリッジ及びプロセスカートリッジにおいても本発明は適用することができ
る。また、本発明は、それを用いる電子写真画像形成装置にも適用することができる。
【０３３１】
　また、前述した通り、本発明は、受入側シャッタと受入側移動部材、及び、補給側シャ
ッタと補給側移動部材とが別体であっても一体であっても適応可能である。
【０３３２】
　別体の場合には、前述した効果に加えて、組み付けが容易にできる効果がある。
【０３３３】
　また、一体の場合に、部品件数が減少できる効果がある。
【０３３４】
　また前述した実施形態においては、作用部は突起部を有する構成を説明した。しかしな
がら、本発明は前述した実施形態には限定されない。本発明は、例えば、作用部に摩擦部
材を設けて、櫂動抵抗を高めても良い。作用部が突起部を有する構成の　場合には、駆動
力の伝達をより確実に行うことができる
【図面の簡単な説明】
【０３３５】
【図１】第１実施形態に係る電子写真方式のカラー画像形成装置の本体断面図である。
【図２】(ａ)は第１実施形態に係る電子写真方式のカラー画像形成装置に装着されるプロ
セスカートリッジ及び現像剤補給カートリッジの断面図である。(ｂ)は(ａ)に示した本体
ガイド部分を拡大して図示した断面図である。
【図３】第１実施形態に係るプロセスカートリッジの斜視図である。
【図４】第１実施形態に係る現像剤補給カートリッジの斜視図である。
【図５】第１実施形態に係る電子写真方式のカラー画像形成装置へのプロセスカート　リ
ッジとトナー現像剤補給カートリッジの挿入形態の斜視図である。
【図６】現像剤補給カートリッジのシャッタ付近の分解斜視図である。
【図７】(ａ)は補給側シャッタによって補給開口が開放された状態を示す図、(ｂ)は補給
側シャッタによって補給開口が閉じられている状態を示す図、(ｃ)は受入側シャッタによ
って受入開口が開放された状態を示す図、(ｄ) は受入側シャッタによって受入給開口が
閉じられた状態を示す図である。
【図８】補給側移動部材と補給側シャッタの結合状態を示す正面図である。
【図９】プロセスカートリッジのシャッタ付近の分解斜視図である。
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【図１０】受入側移動部材と受入側シャッタの結合状態を示す正面図である。
【図１１】装置本体にプロセスカートリッジが装着された状態で現像剤補給カートリッジ
を装着する際のシャッタ部の駆動構成を説明する動作状態図である。
【図１２】装置本体に現像剤補給カートリッジが装着された状態でプロセスカートリッジ
を装着する際のシャッタ部の駆動構成を説明する動作状態図である。
【図１３ａ】現像剤補給カートリッジの装置本体に対する長手方向での位置決めを説明す
る動作状態図である。
【図１３ｂ】現像剤補給カートリッジの装置本体に対する長手方向での位置決めを説明す
る動作状態図である。
【図１４】第２実施形態に係る現像剤補給カートリッジのシャッタ付近の分解斜視図であ
る。
【図１５】第２実施形態に係るプロセスカートリッジのシャッタ付近の分解斜視図である
。
【図１６】第２実施形態に係る装置本体に現像剤補給カートリッジが装着された状態でプ
ロセスカートリッジを装着する際のシャッタ部の駆動構成を説明する動作状態図である。
【図１７】本発明の第一の実施形態における現像剤補給カートリッジのトナーシール巻取
り部の構成を示す正面図である。
【図１８】本発明の第一の実施形態におけるプロセスカートリッジのトナーシール巻取り
部の構成を示す正面図である。
【図１９】本発明の第三の実施形態における現像剤補給カートリッジの補給側移動部材に
作用するストッパ構成の斜視図である。
【図２０ａ】本発明の第三の実施形態における現像剤補給カートリッジのストッパ付近の
動作状態図である。
【図２０ｂ】本発明の第三の実施形態における現像剤補給カートリッジのストッパ付近の
動作状態図である。
【図２０ｃ】本発明の第三の実施形態における現像剤補給カートリッジのストッパ付近の
動作状態図である。
【図２１】本発明の第三の実施形態における現像剤補給カートリッジのアウターカバー構
成の斜視図である。
【図２２ａ】本発明の第三の実施形態における現像剤補給カートリッジのアウターカバー
付近の動作状態図である。
【図２２ｂ】本発明の第三の実施形態における現像剤補給カートリッジのアウターカバー
付近の動作状態図である。
【図２２ｃ】本発明の第三の実施形態における現像剤補給カートリッジのアウターカバー
付近の動作状態図である。
【図２２ｄ】本発明の第三の実施形態における現像剤補給カートリッジのアウターカバー
付近の動作状態図である。
【図２２ｅ】本発明の第三の実施形態における現像剤補給カートリッジのアウターカバー
付近の動作状態図である。
【図２３】本発明の第一の実施形態における現像剤補給カートリッジのシャッタ付近の斜
視図である。
【図２４】本発明の第一の実施形態におけるプロセスカートリッジのシャッタ付近の斜視
図である。
【図２５】本発明の第一の実施形態におけるプロセスカートリッジのトナーシール巻取り
部の駆動構成を示す図である。
【図２６】本発明の第一の実施形態における現像剤補給カートリッジのトナーシール巻取
り部の駆動構成を示す図である。
【図２７】現像剤補給カートリッジのシャッタ付近の分解斜視図である。
【図２８】プロセスカートリッジのシャッタ付近の分解斜視図である。
【符号の説明】
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【０３３６】
１　 …感光体ドラム（電子写真感光体ドラム）
７　 …プロセスカートリッジ
８　 …クリーニング装置
９　 …現像剤補給カートリッジ
16　 …受入側現像剤収容部
16ａ …現像剤受入開口
17　 …現像ローラ
31ａ …第二係合部材(係合部材)
31ｂ …第一係合部材(係合部材)
32　 …補給側移動部材（補給側移動部）
32ｂ（32ｂ1，32ｂ2，32ｂ3，32ｂ4） …突起部
33　 …補給側現像剤収容部
34　 …現像剤補給開口
35　 …補給側シャッタ（補給側シャッタ部）（回転部材）
62　 …受入側移動部材（受入側移動部）
62ｂ（62ｂ1，62ｂ2，62ｂ3，62ｂ4） …突起部（受入側作用部）
65　 …受入側シャッタ（受入側シャッタ部）（回転部材）
67　 …シール部材
68　 …規制部材
70　 …圧縮バネ
82　 …補給側シャッタ（補給側シャッタ）（回転部材）
90　 …受入側移動部材（受入側移動部）
95　 …補給側シャッタ（補給側シャッタ部）（回転部材）
96　 …97　 …受入側シャッタ（受入側シャッタ部）（回転部材）
100　…画像形成装置100ａ…画像形成装置本体
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